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はじめに 

 

 近年、デジタル技術の著しい発展によって人々の生活が便利になる一方で、少子高齢化やコロナ

禍などによる社会構造の変化によって、地域社会のつながりの希薄化などが指摘されています。こ

のような変化の激しい時代を生きていくこどもたちには、変化を前向きに受け止め、感性を働かせ

ながら人生を豊かにしたり、社会にある課題に当事者として向き合い、自分たちの力でよりよい未

来を創り上げたりしていく力が必要になってきます。 

 学校教育に目を向けると、一人一台端末の整備でICT化が急速に進んだことにより、こどもたち

が時間的、空間的制約をとび越え、世界中の大量の情報に触れながら学ぶ姿が当たり前のようにな

りつつあります。そうした中、学習指導要領においては、身近な地域を含めた社会とのつながりの

中での学びを通して、こどもたちが自らの人生や社会をよりよく変えていくことができるという実

感を持つことの重要性が示されています。 

 本手引は、本市の教員が、地域で学ぶことの意義や地域教材づくりの方法を理解することで、こ

どもと地域の出会いにワクワクしながら授業をつくることができるようになることを目指して作成

しました。 

各校における地域資源を生かした魅力ある授業実践のために本手引が活用され、こどもたちの明

るい未来へとつながる学びを実現する一助となることを心より願っています。 

 



 

 

 

 

 ᷂Ḣ  

１ 地域教材が重要となる背景 ··············································· 6 

２ 学習指導要領における「地域」 ··········································· 8 

３ 地域教材の活用によって育成したい力 ···································· 12 

 ᷂Ḣ ӓ ׄ  

１ 地域資源の教材化の視点 ················································ 16 

２ 地域資源の教材化の手順 ················································ 18 

参考：地域資源の探し方 ···················································· 20 

 ᷂Ḣ  

１ 授業での取り上げ方 ···················································· 22 

２ 単元の構想 ···························································· 25 

３ 授業計画 ······························································ 27 

 ᷂Ḣ ӓ˗͈  

１ 実践事例（学習指導案） ················································ 32 

⑴ きせつとなかよし あき（小学校第１学年 生活科） ...................... 32 

⑵ えがおのひみつたんけんたい（小学校第２学年 生活科） .................. 37 

⑶ 大好きだよ 可部のまち！（小学校第３学年 総合的な学習の時間） ......... 42 

⑷ ゴーゴー☆防災（小学校第４学年 総合的な学習の時間） ................... 47 

⑸ 光り輝く将来の夢（小学校第５学年 総合的な学習の時間） ................. 52 

⑹ ふるさと吉島東（小学校第６学年 総合的な学習の時間） ................... 57 

⑺ 身近な地域の歴史（中学校第１学年 社会科） ............................ 63 

⑻ 日本列島の誕生と大陸との交流（中学校第１学年 社会科） ................ 66 

２ 実践事例一覧 ·························································· 68 

⑴ ピンポイント型 .................................................... 69 

⑵ まるごと型 ........................................................ 70 

 Ѓ ♪ ʴᾛ ֦Ṝ  

中小田古墳群から学ぼう！問い・資料集 ······································ 74 

᷂Ḣ （  

  

https://www.center.edu.city.hiroshima.jp/assets/hce-center/kyouzai-support-leaflet.pdf
https://www.center.edu.city.hiroshima.jp/assets/hce-center/kyouzai-support-leaflet.pdf


   

 

 

 ᷂Ḣ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１章 地域教材の意義 

■□□□□ 

6 

 ᷂Ḣ  

近年、グローバル化や少子高齢化が急速に進む中、人口減少やコミュニティの希薄化が

顕著となることで、今後の地域社会の新たな在り方を模索しなくてはならなくなってきて

います。 

このことは、令和 7年（2025年）に、今後 10年を見据えて掲げられた「地方創生 2.0 基

本構想 」にも表れ、単なる地域活性化ではなく、Ȗ多様な幸せを実現するための社会政

策ȗとして、また、Ȗ地域が持つ本来の価値や楽しさを再発見する営みȗとして様々な取組を

行っていくとされています。その中で、地域に関する学習に焦点を当てると、地域に愛着

を持ち、地域で活躍する人材の育成を目指す取組として、学校と地域との連携の深化、学

校を核とした魅力的な地域づくりを進めることが示されています。 

学習指導要領でも、「主体的・対話的で深い学び」や「社会に開かれた教育課程 」な

どの実現を通して、学校での学びが社会や将来とつながることが強く求められています。 

また、地域を通して未来を考えるということは、これまで大切にされてきた伝統文化や

豊かな自然環境など、その地域ならではの貴重な資源をどのように後世に受け継いでいく

かという課題と向き合うことも含んでいます。つまり、地域を教材として学ぶことによっ

て、こどもたちは自分たちの地域の歴史や魅力を理解し、今後の地域の在り方と自分たち

の将来の姿を重ね合わせながら思考を深めていきます。このように学ぶこどもたちの姿

は、社会の一員としての自己の生き方を真剣に模索している姿であるとも言えます。 

 このように、地域に根ざした教育を実現していくことは、一人一人が自らの人生を豊か

にしていきながら、社会の一員として活躍していくための基盤となります。その中で、地

域教材 は、過去―現在―未来を貫いてこどもたちと社会とを結びつけ、未来を切り拓い

ていくための重要な要素の一つとなります。 

これらのことを踏まえると、地域教材は、次のページに示すような大きな可能性を秘め

ており、これからの時代に求められる教育の実現に向けて重要な役割を担っていると考え

ます。   

᷂ ҍ 2.0 Ḩ  

「新しい日本・楽しい日本」「強い

経済」「豊かな生活環境」を目指し

て取り組まれる地方創生 2.0 の方向

性を示したもの。令和７年（２０２

５年）に閣議決定された。 

̝  

こどもの資質・能力を育てるため

に、学校と社会が目標を共有し、必

要な学びや学び方を明確にしなが

ら、連携して取り組む教育課程で、

学習指導要領の基本理念でもある。  

᷂Ḣ  

地域にあるヒト・モノ・コトなどの

資源を教育に活用するために教材化

したもの。 

  ᷂Ḣ  
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【地域教材がもつ可能性】 

 

  

 ᷂Ḣ ֓  

地域を調査したり課題解決に取り組んだりする過程で、こどもは、地域の魅力や

地域の人々とのつながりに気付いていきます。地域を教材として学ぶことは、こど

もの中に地域の一員としての自覚を芽生えさせ、将来にわたって地域に貢献しよう

という思いを育むことにつながります。また、地域で活躍する人々に出会うこと

は、こどもが「社会で活躍すること」を自らの将来と一層結び付けて考え、より深

い学びを得ることにつながります。これはキャリア教育の視点からも重要です。 

 ἶ ὕ  

身近な地域を教材とすることで、学びを自分

ごととして捉えやすくなり、興味・関心をもっ

て学ぶことができます。また、こどもの生活に

根ざした資料や体験の中で実際に見たり触れた

りするリアルな情報を通して、学習内容を日常

生活や将来と結びつけながら深く学ぶことにつ

ながります。 

 ᷂Ḣ ἶ ▌ӓ 

地域の人々と連携しながら、地域全体を教育資源として活用することで、学校が

より開かれた存在となります。地域人材をゲストティーチャーとして招いたり地域

と共同でイベントを開催したりすることで、育てたいこども像が共有され、地域と

学校とが協働的に教育活動を推進していく体制の構築につながります。 

 ἶ ἶ ὕ  

地域を舞台に、こどもたちは「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分

析」、「まとめ・表現」という「探究のプロセス」を実践します。地域の課題解決

に取り組むことが、教科等の枠を越えて、身につけた資質・能力を活用する機会に

なり、その過程で得るリアルなフィードバックは、新たな探究のサイクルへとつな

がります。 

ἶ  

実社会とのつながりや交流の機会を

作り出し、こども自身の興味、環

境、ニーズ等に関連した現実的で適

切な課題の探究を行うことのできる

学びのこと。 

ἶ  

一つの課題に対して複数の教科等で

解決を目指したり、各教科等で学ん

だことを他の教科等にいかしたりす

ることで、資質・能力を高めていく

学びのこと。 
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 ἶ ᾚ ᷂Ḣ   

 

学習指導要領は、こどもに生きる力 を育むために「主体的・対話的で深い学び」を大

きなトピックとし、各学校における創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開すること

でその実現が求められています。 

そこでは、「実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能」「未知の状況にも対応できる

思考力、判断力、表現力等」「学んだことを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、

人間性等」をバランスよく伸ばすことが目指されています。そのためには、こどもが学習

内容と自身の将来や未来の社会とを結びつけながら学ぶことができるよう、地域の特色を

生かした教育課程を編成することや、地域と連携して教育活動を行うことが重要です。そ

うした地域に関する記述は、学習指導要領の中の様々な教科や領域の中でみられます。 

特に社会科は、社会の形成者に必要な公民としての資質・能力 の基礎を養うことを目

標とした教科であり、小学校においては、地域社会に対する誇りと愛情や地域社会の一員

としての自覚を養うことが明記されています。内容においても、小学校では、身近な地域

の商店や公共施設についての学習が、中学校では、身近な地域の調査活動や地域の在り方

について考える学習が取り入れられており、グローバル化した現代にあっても、身近な地

域について学ぶことや地域を通して社会の在り方や関わり方を学ぶことが大切にされてい

ます。 

また、目標の中に実社会や実生活の中からこどもが自ら問いを見つけたり、その解決に

実際に取り組んだりすることが示される総合的な学習の時間においても、地域は重要なキ

ーワードです。目標や内容に学校や地域の特色が色濃く現れるため、学校がある地域の課

題解決に取り組んだり、課題解決に向けて地域人材にインタビューや発表を行ったりとい

った活動が想定されます。 

これらのことから地域は、学習対象、学習材、学習環境など、こどもの学びにあらゆる

形で関わってきます。つまり、「主体的・対話的で深い学び」の実現のために地域は欠か

すことのできない要素であり、学習指導要領が目指す生きる力の育成に向けて重要な役割

を果たしているのです。 

 

  

Џ Ҙ 

国際社会に生きる平和で民主的な国

家及び社会の形成者としての資質・

能力で、形成者としての自覚や自他

の人格の尊重、義務や責任を果たす

こと、公正な判断などが含まれる。  

Ҙ 

基礎的な知識・技能を習得し、それ

らを活用して問題に対応する力、自

律、協調、感動する心などの豊かな

人間性、健康や体力など知・徳・体

のバランスのとれた力のこと。  

  ἶ ᾚ ᷂Ḣ  
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【総則（学習指導要領（平成２９年告示）第１章）】    

  ᾛἶ ʴἶ Ḩ ☻Ҋ 

各学校においては，教育基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの章以下に示

すところに従い，児童(生徒)の人間として調和のとれた育成を目指し，児童(生徒)の

心身の発達の段階や特性及び学校や地域の実態を十分考慮して，適切な教育課程を編

成するものとし，これらに掲げる目標を達成するよう教育を行うものとする。 

    ᵦ 

各学校においては，児童(生徒)や学校，地域の実態及び児童(生徒)の発達の段階を

考慮し，豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形成することに向けた

現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力を，教科等横断的な視点で育成して

いくことができるよう，各学校の特色を生かした教育課程の編成を図るものとする。 

  ἶ ᵣʣ ˗    

学校がその目的を達成するため，学校や地域の実態等に応じ，教育活動の実施に必

要な人的又は物的な体制を家庭や地域の人々の協力を得ながら整えるなど，家庭や地

域社会との連携及び協働を深めること。また，高齢者や異年齢の子供など，地域にお

ける世代を越えた交流の機会を設けること。 

 

【社会科（学習指導要領（平成２９年告示）第２章 第２節）】 

 ᾛἶ    ᵧ 

社会的事象について，よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養

うとともに，多角的な思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会

の一員としての自覚，我が国の国土と歴史に対する愛情，我が国の将来を担う国民と

しての自覚，世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを

養う。 

 ᾛἶ   ᾚ ̸ Кὦ ֝    

博物館や資料館などの施設の活用を図るとともに，身近な地域及び国土の遺跡や文

化財などについての調査活動を取り入れるようにすること。また，内容に関わる専門

家や関係者，関係の諸機関との連携を図るようにすること。 

 ʴἶ   ֺѝ ֗ Кὦ Џ ѝ   ᵩ  

⑵（よりよい社会を目指して）については，身近な地域や我が国の取組との関連性

に着目させ，世界的な視野と地域的な視点に立って探究させること。また，社会科の

まとめとして位置付け，適切かつ十分な授業時数を配当すること。 
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【総合的な学習の時間（学習指導要領（平成２９年告示）第５（中学校は４）章）】 

   ᵦ 

実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・

分析して，まとめ・表現することができるようにする。 

  ֺἶ ὑ ֗ Кὦ 

各学校において定める目標及び内容については，日常生活や社会との関わりを重視

すること。 

  ᾚ ̸ Кὦ ֝  

年間や，単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育

成に向けて，児童(生徒)の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。

その際，児童(生徒)や学校，地域の実態等に応じて，児童(生徒)が探究的な見方・考

え方 を働かせ，教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習や児童(生徒)の興味・関

心等に基づく学習を行うなど創意工夫を生かした教育活動の充実を図ること。 

 

【各教科等における「地域」に関する主な記述】（社会及び総合的な学習の時間を除く。） 

小学校 

 記述 ※ 一部抜粋 

国語 

・ 地域に伝わる伝説などが教材として考えられる。（解説） 

・ 地域に伝わる言葉遊びに触れたり，郷土のかるたで遊んだりする活動を通して地

域特有の言語文化に親しむことも考えられる。（解説） 

・ 各地域に縁のある歌人や俳人，地域の景色を詠んだ歌や句を教材にすることで，

地域の文化を理解することができるようにすることなども考えられる。（解説） 

算数 

・ 「生活」に（活用しようとする態度）ついては，児童の家庭や学校での生活，地

域社会での生活はもとより，将来の社会生活も含められる。（解説） 

・ 第３学年では社会科の学習も始まり，地域のことを調べていく過程で見付けるこ

とのできる数について，その大きさをつかんだり読んだりすることで，学習を生か

していく。（解説） 

理科 
・ 生物，天気，川，土地などの指導に当たっては，野外に出掛け地域の自然に親し

む活動や体験的な活動を多く取り入れるとともに，生命を尊重し，自然環境の保全

に寄与する態度を養うようにすること。 

生活 

・ 学校，家庭及び地域の生活に関わることを通して，自分と身近な人々，社会及び

自然との関わりについて考えることができ，それらのよさやすばらしさ，自分との

関わりに気付き，地域に愛着をもち自然を大切にしたり，集団や社会の一員として

安全で適切な行動をしたりするようにする。 

・ 自分と地域の人々，社会及び自然との関わりが具体的に把握できるような学習活

動の充実を図ることとし，校外での活動を積極的に取り入れること。 

音楽 

・ 歌唱教材については，我が国や郷土の音楽に愛着がもてるよう，共通教材のほ

か，長い間親しまれてきた唱歌，それぞれの地方に伝承されているわらべうたや民

謡など日本のうたを含めて取り上げるようにすること。 

・ 児童や学校，地域の実態に応じ，生活や社会の中の音や音楽と主体的に関わって

いくことができるよう配慮すること。 

図画工作 

・ 各学年の「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，児童や学校の実態に応じて，地域の美

術館などを利用したり，連携を図ったりすること。 

・ 学校や地域の実態に応じて，校外に児童の作品を展示する機会を設けるなどする

ものとする。 
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家庭 

・ 家庭生活を大切にする心情を育み，家族や地域の人々との関わりを考え，家族の

一員として，生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。 

・ 家庭や地域との連携を図り，児童が身に付けた知識及び技能などを日常生活に活

用できるよう配慮すること。 

体育 

・ 学校や地域の実態に応じて歌や運動を伴う伝承遊び及び自然の中での運動遊びを

加えて指導することができる。 

・ 地域では，保健に関わる様々な活動が行われていること。自然との関わりの深い

雪遊び，氷上遊び，スキー，スケート，水辺活動などの指導については，学校や地

域の実態に応じて積極的に行うことに留意すること。 

外国語 

外国語活動 

・ 学校生活や地域に関することなど，身近で簡単な事柄について，自分の考えや気

持ちなどを話す活動。 

・ ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な地域人材などの協力を得る等，指導体制

の充実を図るとともに，指導方法の工夫を行うこと。 

道徳 
・ 授業の実施や地域教材の開発や活用などに家庭や地域の人々，各分野の専門家等

の積極的な参加や協力を得たりするなど，家庭や地域社会との共通理解を深め，相

互の連携を図ること。 

特別活動 

・ 学校，家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て，学んだことを振り返り

ながら，新たな学習や生活への意欲につなげたり，将来の生き方を考えたりする活

動を行うこと。 

・ 活動の成果について，クラブの成員の発意・発想を生かし，協力して全校の児童

や地域の人々に発表すること。 

・ 家庭や地域の人々との連携，社会教育施設等の活用などを工夫すること。 

 

中学校 

 記述 ※ 一部抜粋 

国語 

・ 社会生活の中から話題を決めるとは，地域社会の中で見聞きしたことや，テレビや

新聞などの様々な媒体を通じて伝えられることなどの中から話題を決めることであ

る。そのためには，社会生活の中の出来事や事象に関心をもつことが重要である。

（解説） 

数学 

・ 数学が日常生活や社会生活において，また他教科の学習やその後の人生において必

要不可欠なものであることに気付かせることが大切である。（解説） 

・ 日常生活や社会のできごとを自ら数学と結び付けて考察したり処理したりする活動

を通して，数学を利用することの意義を実感し，数学のよさを感得できる機会が生ま

れる。（解説） 

理科 

・ 身近な自然環境や地域の自然災害などを調べる観察，実験などを行い，自然環境の

保全と科学技術の利用の在り方について，科学的に考察して判断すること。 

・ 観察，実験，野外観察を重視するとともに，地域の環境や学校の実態を生かし，自

然の事物・現象についての基本的な概念の形成及び科学的に探究する力と態度の育成

が段階的に無理なく行えるようにすること。 

音楽 

・ 生徒が我が国や郷土の伝統音楽のよさを味わい，愛着をもつことができるよう工夫

すること。 

・ 生徒や学校，地域の実態に応じ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と主体的に

関わっていくことができるよう配慮すること。 

美術 

・ 身近な地域や日本及び諸外国の文化遺産などのよさや美しさなどを感じ取り，美術

文化について考えるなどして，見方や感じ方を広げること。 

・ 表現の材料や題材などについては，地域の身近なものや伝統的なものも取り上げる

ようにすること。 

・ 学校や地域の実態に応じて，校外においても生徒作品などの展示の機会を設けるな

どすること。 

保健体育 
・ 自然との関わりの深いスキー，スケートや水辺活動などの指導については，学校や

地域の実態に応じて積極的に行うことに留意するものとする。 

・ 地域の実態に即して公害と健康との関係を取り扱うことにも配慮するものとする。 

技術・家庭 

・ 家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を

構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなど，これからの生

活を展望して課題を解決する力を養う。 

・ 自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協働し，より

よい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 
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・ 地域の食文化について理解し，地域の食材を用いた和食の調理が適切にできるこ

と。 

・ 地域の活動や行事などを取り上げたり，他教科等における学習との関連を図ったり

するよう配慮すること。 

外国語 
・ ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な地域人材などの協力を得る等，指導体制の

充実を図るとともに，指導方法の工夫を行うこと。 

道徳 

・ 郷土の伝統と文化を大切にし，社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の念を深め，地

域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し，進んで郷土の発展に努めること。 

・ 授業の実施や地域教材の開発や活用などに家庭や地域の人々，各分野の専門家等の

積極的な参加や協力を得たりするなど，家庭や地域社会との共通理解を深め，相互の

連携を図ること。 

特別活動 

・ 学校，家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て，学んだことを振り返りな

がら，新たな学習や生活への意欲につなげたり，将来の生き方を考えたりする活動を

行うこと。 

・ 地域や社会の課題を見いだし，具体的な対策を考え，実践し，地域や社会に参画で

きるようにすること。 

・ 家庭や地域の人々との連携，社会教育施設等の活用などを工夫すること。 

 

 

 ᷂Ḣ Ҙ 

地域教材は、教科書や教室の中で獲得した知識を実社会や実生活とつなぐことのできる

貴重な教材です。その地域教材を活用して学ぶ過程では、地域の歴史や文化、自然環境・

産業・人などと出会うことを通して「自分ごと」として学びに向き合い、リアルな情報に

触れ、他者と協働しながら地域に関わり、具体的なフィードバックを得ることができま

す。そうした学びでは、テストでは測ることのできない大切な力も培われます。 

次に示すように、地域教材を通して育成したい力は、「１ 地域教材が重要となる背景」

でも述べているように、まさに自らの人生を豊かにしていきながら、社会の一員として活

躍し、未来を切り拓いていくために必要な力だといえます。 

 ᷂Ḣ Ҙ  

 Е̱ ̝  

地域教材を活用する学びでは、こどもが身近な地域の実際のヒト・モノ・コトを通

して学習内容を理解していきます。教科書に載っている教材ほどの一般性はないかも

しれませんが、こどもが自分の生活経験と重ねながら学ぶことのできる地域教材は、

実際の社会や生活と学習内容をより強く結びつけることができます。また、自分の生

活する地域を学習対象として客観的に捉えることは、これまで何気なく生活していた

地域社会を構造的に捉える目を養うことにもつながります。 

 ᷂Ḣ ᷂Ḣ ʝᴣ ̝֓  

地域の歴史や文化、自然環境、産業などを学ぶことは、自分が生活する地域の特色

や魅力に気付く機会となり、その過程で、地域の現状や課題に気付くことで、自分た

ちが地域にどのように貢献できるかを考えることにつながります。さらに、地域の課

  ᷂Ḣ Ҙ 
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題が自分の生活と重なったとき、解決に向けた思考はより切実さを増し、こども自身

が地域の課題を解決する主体として自ら考え、行動し始めます。そのことによって生

じた変化を実際に感じたり、地域からのフィードバックを得たりすることで、こども

が自己肯定感や実際に地域を変えることができるという実感を持つことは、地域のた

めに行動しようとする態度の強固な土台となります。 

 Ҙ 

こどもの興味・関心や経験、生活の実態に合わせて学習を組み立てることができる

というのが地域を教材化することの大きな魅力の一つです。体験的な活動も取り入れ

やすく、地域の人々の営みやその背景にある思いを追体験することで、課題は考える

ものではなく感じるものになるかもしれません。地域の課題を実感し、現地を調査

し、自分ごととして解決策を考え、実際に働きかけ、その成果を確認するといった一

連の取組は、シミュレーションではないリアルな課題解決の取組です。教科書だけで

は実現することの難しい、課題解決の実践の場が地域であり、そこでの学びを通し

て、課題解決の方法や考え方をより実感を伴って身につけることができます。 

 В ר ̀ Ӳϐ Ҙ 

地域について、または地域を通して学習する際には、地域に関わる人々や地域に暮

らす人々と対話する機会が多くなります。それは、単に専門家から何かを教わること

とは違い、同じ地域に関わるものとして対等に対話をするチャンスにすることもでき

ます。地域の人との対話を通して、お互いの思いや考えを伝え合いながら目標を共有

していくことで、地域の人々に共感し連帯感が生まれます。一方で、年齢や立場、価

値観等の様々な違いに気付くこともありますが、お互いの意見を調整しながら合意形

成を図り、多くの人にとってより良いと思える選択・判断を行っていくことこそが、

あらゆる人々を尊重し、力を合わせながら未来を切り拓いていく力を育成することに

つながります。 

 

 

各教科等で育まれる見方・考え方を

活用して、事象を多様な角度から捉

え、実社会や実生活の文脈や自己の

生き方と関連付けて考えること。 

̝֓  

社会の仕組みやその中での自分の役

割等について理解しながら、社会の

活動に主体的に関わり、その発展や

課題解決に貢献しようとする態度の

こと。 



 

 

 

  



 

 

 

 

͎  ӽⱢᾛχễ∙ᴟτΰΪο 
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 ᷂Ḣ ӓ  

 

地域資源は地域にあるヒト・モノ・コトを指すため、その種類も数も膨大ですべてが簡

単に教材化できるわけではありません。学習の目的や場面、状況等に応じてどの地域資源

を選ぶのかといったことや、選んだ地域資源をどのように切り取り活用するのかといった

ことを考えなくてはなりません。そのため、教材化する教師が、地域資源を多面的・多角

的に捉え、その価値を吟味していくことが重要です。 

  また、地域教材の作成にあたっては、学習内容と地域資源の結びつき以外にも、学校全

体の教育課程や地域の人々との連携の取り方など、たくさんのことを考慮する必要があり

ます。時間と手間のかかる地域教材ですが、その分、活用の価値は授業内に留まるもので

はありません。「１ 地域教材の意義」でも述べたように、地域教材の活用によって、学校

全体が地域と連携した教育を実現できるようになったり、さらにそれが発展することで、

学校を核として地域が変わっていったりと、とても大きな可能性を秘めています。 

  そこで本手引では、「こども」「学校（教師）」「地域」という３つの視点から地域資源を

教材化する際のポイントを整理しました。多様な視点から捉えることで、地域を教材化す

ることの価値を最大限にいかせるようにしてください。 

  学校と地域の関係によっては、できあがった授業に参加してもらうだ

けでなく、地域の人と一緒に授業をつくってみることも有効です。学校

と地域が一体となることで、よりリアルで生きた学びが実現します。 

 

  

こどもの興味・関心の高さや生活との関わりの深さは、自分ごととしての学びに大

きく影響します。教材化する地域資源を選ぶ際には、空間的な距離だけでなく、心理

的な距離も考えておくことが大切です。 

 Кὦ  

地域資源の構造や役割等が学習指導要領に示す内容と整合性があるか、それを扱う

ことがこどもの資質・能力を育てるのに適しているかということは当然押さえておか

なければなりません。また、内容が難しすぎないか、時間内で扱えるかということも

忘れてはならない視点です。 

 ʺ̱ ᾍ ἶ  

「なぜ？」と思わせるような、思考を揺さぶる出会わせ方ができるものか、立場や

状況によって多様な捉え方ができるものかなどを意識しておくと、こどもが自分から

考え出したり、友達の考えを聞きたくなったりするような教材化につながります。 

  ᷂Ḣ ӓ  
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ἶ ₉  

  

実社会の課題解決は特定の教科の枠で捉えられるものではありません。こどもの力

をより生きて働くものにするため、教科等横断的に取り組む教材化を行うことは、学

校全体のカリキュラム・マネジメントを進めることにもつながります。 

 ᷂Ḣ Ӳϐ  

地域住民や団体を授業に巻き込むことで、こどもと地域のつながりが深まったり、

身につけたいこどもの力を学校と地域で共有したりすることができます。教材化する

地域資源が、こどもと地域、学校と地域をつなぐものであることは、授業をこえた大

きな価値を生み出します。 

 ₉  

 こどもの主体性が大切とはいえ、こどもと学習内容の出会いを生み出すのは教師の

大きな役割です。教師自身が地域資源の価値を実感し、「伝えたい！」「考えさせた

い！」とワクワクできることは、よい教材づくりの重要な要素であり、その積み重ね

によって、教材づくりのセンスが磨かれていきます。 

 

᷂Ḣ  

 ⅎ ᷂Ḣ  

地域資源の中には、地域の取組に対してその価値が十分に認識されていないものも

あります。教材化を通じて、こどもがそれらに触れることは、地域資源が広く認識さ

れていくきっかけになります。また、地域と思いが一致すれば授業への協力も得やす

くなります。 

 ᷂Ḣ  

こどもが地域の課題解決について真剣に考えることは、将来の地域の担い手を育て

るという重要な意味をもちます。授業の中で解決できなくても、地域の課題に向き合

う人材が増えることにつながります。また、こどもと地域の人が一緒に活動すること

自体が地域活性化につながることもあります。 

 ᷂Ḣ ˲ ͜  

地域社会のつながりが希薄化していると言われている現代において、人と人とのつ

ながりに課題意識をもっている地域は多くあります。地域の大人とこどもという世代

を越えてつながる機会はとても貴重で、それ自体に大きな価値があります。「教える

人」と「聞く人」という一方的な関わりだけではなく、対話や協働といった双方向の

関わりを取り入れることが大切です。 
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 ᷂Ḣ ӓ  

 

地域資源は、学習指導要領やこども・地域の実態などを理解した上で、ねらいを明確に

しながら教材化していくことが大切です。以下の手順はその一例です。慣れてきたら自分

に合った教材化の方法を見つけていきましょう。次のページには、広島市にある国指定の

史跡である中小田古墳群を例に教材化の具体を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領を読むだけでなく、読んだことを基に、教科書で「なぜその教材

が選ばれているのか」「使われている資料は何を考えさせるためのものなのか」な

どを追究する教科書研究をしてみることも有効です。 

 

 Ҙ  

こどもの興味・関心や既習事項、生活経験などとともに、こどもや学校を取り

巻く地域の人的・物的資源について情報を集めるようにしましょう。教材を探す

つもりで地域を歩いてみると、こどもが遊んでいる神社や何となく通り過ぎてい

た町工場が教材に見えてくることがあります。（参考：地域資源の探し方） 

 ᷂Ḣ ὕ  

①②に加え、資料が手に入りやすいか、実物に触れたり訪れたりすることがで

きるか、協力者等を得やすいかといった授業での使いやすさも重要です。また、

その地域資源に対して教師自身が「驚き」「面白さ」「不思議さ」などを感じ、ワ

クワクできるかも大切な要素となります。 

 ӓ ᷂Ḣ װׇ  

教材化する地域資源からわかることと学習指導要領で示されている内容を照ら

し合わせながら、その地域資源の何を取り上げるかを考えます。学習指導要領に

示されている全てを地域資源で補うのではなく、教科書を補完する形で取り上げ

ることも有効です。 

 ᷂Ḣ  

文、画像、グラフ、実物、地域人材など様々な資料が考えられます。また、提

示や配付、一斉や個別など資料の使い方や学習形態等も考慮する必要がありま

す。大切なのは、取り上げた地域資源について詳しくなることが目的にならない

ようにすることです。①④を振り返りながら、こどもに何を考えさせたいか、そ

のために何を読み取る必要があるのかを意識しておくことが大切です。 

 ̸  

֓ ̸  

資料を自作する場合は、著作権に気を付けましょう。学校での使用には例外措置もあります

が、全てが著作権者の許諾なしでよいというわけではありません。右の二次元コードは学校に

おける教育活動と著作権（文化庁、令和３年度改訂版）です。これを参考に資料の作成や配付

について確認しておきましょう。 

  ᷂Ḣ ӓ  

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/pdf/92916001_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/pdf/92916001_01.pdf
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ʴᾛ ֦Ṝ ᾛἶ ̝ ӓ  

※ 中小田古墳群については「５ 児童生徒用資料（中小田古墳群）」を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ҙ  

ʫ ʴ ἧ Ẁӓ

֦Ṝ
Ẏᴇ ┤

ʝ ἧ

Ẁӓ  

ϴ ї  

 
 

 

 

 

 

 

֦Ṝ Ẏᴇ ┤ ʝ ἧ
᷂Ḣ  

・ こどもは「卑弥呼」や「銅鏡」興味をもちそう。 
・ ４年生の総合「地域の宝巡り」で地域にある史跡をいくつか知っている。 
・ 学校内に遺跡から移設した石棺がある。 
・ 学区に地域の歴史に詳しい人がいる。 

᷂Ḣ ӓ  
・ 地域に中小田古墳群の発掘に携わった人がいる。 
・ 中小田古墳群の出土品やそこから考えられることは、教科書の内容と重なる
部分が多い 

・ 文化財団に依頼すれば中小田古墳群の出土品について説明してもらえる。 

ʴᾛ ֦Ṝ ӓ ἶ  

 

 ᷂Ḣ  

ⱳ  

・ こどもが教科書や資料集と併せて、自由に調べられるようにしたい。 

※ 実際の資料は「５ 児童生徒用資料（中小田古墳群）」を参照 

※ 授業づくりについては「３ 地域教材を活用した授業づくり」を参照 

Ẁӓ  

・貝塚からシジミ・カキ・アサ
リなどが見つかっている。 
・近くで弥生時代の土器や住居
跡が見つかった。 

・三角縁神獣鏡が出土した前方
後円墳をはじめ１０以上の古
墳がある。 
・同じ地域で約１００年、古墳
が作られ続けた。 

・卑弥呼から贈られたという説
のある三角縁神獣鏡が出土し
ている。 
・同じ型で作られた銅鏡が大阪
や九州からも出土している。 

・ 中小田地域は大和朝廷が支配を広げる過程で重要な拠点となったのではないか。 
・ 大和朝廷は武力だけでなく、技術力を示すことで支配を広げていったのではないか。 
・ 川や海での漁に加え、農業が普及したことによって生活が豊かになっていったのでは
ないか。 

 
 

 ᷂Ḣ ὕ  

 ӓ ᷂Ḣ װׇ  

֦Ṝ 
Ẏᴇ ┤  
ʝ ἧ 

ʫ ʴ ἧ Ẁӓ 

ʴᾛ ֦Ṝ  

֝ ʣ  

 ̸  

 

 

 

 

 

 
 

ᾛἶ ἶ ᾚ  ̝ ἶ₴ Кὦᵦ 
ア(ｱ)狩猟・採集や農耕の生活，古墳，大和朝廷

（大和政権）による統一の様子を手掛かり
に，むらからくにへと変化したことを理解
すること。… 

イ(解説)狩猟・採集の生活や農耕が始まった頃
の生活の様子，古墳の出現と広がり，大和
朝廷（大和政権）の支配の広がりについて
調べ，これらの事象を比較したり関連付け
たりして，世の中の様子の変化を考え，文
章で記述したり説明したりすることが考え
られる。 
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֓ ᷂Ḣ  

ἶ  

 ᶫ Ὑ Ὑ 

郷土誌や学校の沿革史等が保管されていれば、地域の人からも直接聞けないような話や地域行事に

込められた願いなどが分かるかもしれません。 

 ἶ ᵣӲ ̝ ᷂Ḣ ˲ ̝ ˗  

学校運営に参画している地域の人の中には、地域の組織運営の中心人物や地域の歴史に詳しい人が

たくさんいます。つながりができれば、情報を手に入れるだけでなく、その人自身が教材となるかも

しれません。 

 ἶ ᷀ ϼ  

管理職は、学校の中で最も地域の人と話している人です。また、在籍期間が長い先生は、過去に学

校に協力してくれていた人や活用していた地域教材を知っていることがあります。そういった先生か

らは、自分にはない知識や視点でアドバイスをしてもらえるかもしれません。 
 
᷂Ḣ  
  

教師自身が自分の足で町探検をしてみてください。ローカルな情報ほど本やインターネットでは見

つからないものです。また、教師自身が町探検で気になったことは、普段その街を歩き回っているこ

どもも気になっているかもしれません。 

 ᷂Ḣ ᶧ̱ ̔  

ひろしまＬＭＯや社会福祉協議会、青少年健全育成連絡協議会、体育協会、町内会など学校運営に

参画しているものも含め、地域にはたくさんの団体や企業があります。それらは、お互いに連携して

いることも多いので、そのネットワークを駆使して情報を得られることもあります。 
 
Џ  

 ⅎῬ⁸  

  地域教材に関する資料を保管しており、地域教材づくりや地域教材を活用した授業に関する相談を

することができます。 

 ⅎῬ⁸ Ỗᴣ  ̝

  教育委員会事務局には、学校と地域や産業界が持つ教育資源をつなぐ「キャリア教育コーディネータ

ー」が配置されています。学校のニーズに応じて、企業・大学や地域人材を紹介することができます。

希望がある場合は、管理職を通じて相談してください。 

 ֺ᷂Ḣ Џ  

郷土誌の保存だけでなく、実際の文化財が保管され郷土資料館の役割を果たしている場合もありま

す。また、地域の歴史や文化を保存・活用している団体とのつながりがある場合も多いです。 

 ӵ  

広島市郷土資料館をはじめ、広島市には複数の社会教育施設があります。教師の情報収集だけでな

く、こどもの校外学習で実際に訪れることもできます。学芸員の方は、膨大な情報をもっているの

で、展示物以外の情報も教えてもらえるかもしれません。 

 ̀ Џ  

本手引の作成にあたって協力いただいた広島市文化財団をはじめ、自治体には地域の歴史や文化を

保存・活用していくための機関があります。教材化したい地域資源の候補があるときには、それを管

理している機関に問い合わせれば詳しい情報を得られます。また、教育センターや図書館にも郷土に

関する資料が所蔵されています。 

 ֓  ᷂Ḣ  

広島県HP 
登録・指定博物館一覧 

広島市HP 
広島市の文化財 

広島市文化財団HP 
ひろしまWEB博物館 

広島市HP 
公民館一覧 

広島市HP 
ひろしまLMO 

設立・活動状況 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/627070.pdf
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/627070.pdf
https://www.city.hiroshima.lg.jp/tourism-culture/history/1021438/1003414.html
https://www.city.hiroshima.lg.jp/tourism-culture/history/1021438/1003414.html
https://www.mogurin.or.jp/
https://www.mogurin.or.jp/
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/ikigai/1021323/1026291/1003408.html
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/ikigai/1021323/1026291/1003408.html
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/community/1021309/1005946/1026252/1008911.html
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/community/1021309/1005946/1026252/1008911.html
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/community/1021309/1005946/1026252/1008911.html


 

 

 

 ᷂Ḣ  
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 ֝ ʣ  

 

地域資源を教材化した後は、その地域教材が授業の中で有効に扱われるような学習活動

を考えていかなければなりません。 

地域教材の活用といえば、こどもたちが地域に出向き、インタビューをしたり地域の人

と一緒に活動したりする中で様々なことに気付き、最終的には、それを発表や地域の行事

への参加という形で表現していくという壮大なスケールの授業を思い描く人が多いかもし

れません。もちろんそれも地域教材の活用の一つですが、活用の内容や方法、対象等、多

様な学習活動の展開が考えられます。地域教材のみで学ぶにしろ教科書をベースに地域教

材を部分的に組み合わせるにしろ、大事なのは、地域教材がこどもと学習内容を結びつけ

る役割を果たしているかということです。 

本手引では、地域教材を単元や授業の一部分で活用する「ピンポイント型」と、地域教

材を単元や授業全体で活用する「まるごと型」に分けました。こどもや学校、地域の実態

に合わせながら、地域教材の強みを生かした授業を考えましょう。 

 

Ḍ ʝ ᷂Ḣ  

日々の授業を思い返してみると、授業中に何気なく口にした地域の施設や人物の話題

に、こどもたちが思いの外よい反応を示したという経験があるのではないでしょうか。授

業の中の一部分での活用でも、学習内容を身近に感じたり具体的に思い描いたりといった

効果は十分にあります。ピンポイント型の場合は、地域教材を活用して具体的に考えた後

に教科書を使って考えたことを一般化したり、授業や単元の最後に地域教材を取り上げる

ことによって教科書で学んだ内容を生かしたりするなど、導入や終末での活用がイメージ

しやすいと思います。 

この手引では、「課題を設定する場面」「資料や調査活動等で調べる場面」「調べたことを

もとに考える場面」「考えたことを発表する場面」の４つの場面に整理しました。次のペー

ジでそれぞれの場面で地域教材を活用する際のポイントと活用例を示します。 

 

  

  ֝ ʣ  

Ḍ  ʝ ᷂Ḣ  
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 ὑ ḹ  

こどもたちが「なぜ？」「どうなってるの？」「どうにかしないと！」と感じられる

ようにすることがポイントです。問いが明確になることで、その後の調査や思考の方

向性が定まり、こどもが自分ごととして学習を進められるようになります。そのため

に教師が着眼点を示すことは必要ですが、あくまでもこども自身が疑問を見つけるき

っかけづくりになるようにしましょう。 

○ 写真や映像を見て地域の特徴や変化を考える 

○ 地域の人の話を聞いて地域の課題を見つける 

○ 地域の調査活動での問いを出し合い、課題を設定する 等 

 

 Ҳ ḹ  

調査では、多様な情報源を活用し、リアルな情報を収集するようにすることがポイ

ントです。リアルな情報には、実際に見たこと、聞いたこと、感じたこと等、自分た

ちが生活する地域で調査するからこそ得られる情報が含まれます。単なる机上の空論

ではなく、こどもが実生活で生きて働く知識の習得につながるよう、生の情報に触れ

られるような調査方法を取り入れましょう。 

○ 文献やデジタル資料を調べる 

○ 現地を訪れ、フィールドワークを行う 

○ 地域の人にインタビューをする 等 

 

  ḹ  

教科書やインターネットで収集した情報を、地域の情報と比較したり関連付けたり

しながら「どのようなよさがあるのだろう？」「だれにどのような影響があるのだろ

う？」と考え、整理していきます。その際、行ったことのある場所や会ったことのあ

る人を想定することで、より具体的、多角的に考えることができます。 

○ 地域の人の立場で資料を分析する 

○ 収集した情報を地域の具体的な場所に当てはめて考える 等 

 

 ḹ  

考えたことを表現することで、学んだことの活用や新たな学びにつなげるようにす

ることが大切です。新聞やプレゼンテーション資料を作成することで、考えを分かり

やすく整理することも必要ですが、学びと社会や生活とのつながりがより感じられる

よう、学習を通して考えたことをもとに地域の人と議論したり、総合的な学習とつな

げて実際に行動してみたりといった、学習を仕組んでみてください。 

○ 地域の人に発表する 

○ 地域の行事に参画する 等 

֓ ˹ Ҙ ֻ ἶ ᾽ ἶ  

このページに示した①～④は探究的な学習の学習課程と重なります。ここでは地域に関する部分  

しか挙げていませんが、学びを充実させるためには、資料の提示方法や KJ法などの考えるための  

手法、シンキングツールなど、様々な工夫を取り入れることが考えられます。「今、求められる力 

を高める総合的な学習（探究）の時間の展開」には、総合的な学習の時間における各過程の具体的  

な指導のポイントが事例とともに示されています。  文部科学省 HP 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm
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Ḍ  ӴϷЋ̱ ᷂Ḣ  

「ピンポイント型」の①から④までを、教材化した地域資源を単元の柱として展開しま

す。その際、こどもの興味・関心や教師のねらいを踏まえたうえで、地域の実態や課題に

密接した学習課題 を設定することがポイントです。単元のほとんどの時間が地域のヒ

ト・モノ・コトに関する内容になるため、こどもたちの生活や経験と結びつきやすく、自

分ごととして考え行動するこどもの姿がみられるようになります。一方で、地域教材のみ

で単元を構成すると、こどもも教師も視野が狭まり、教科等の系統性が蔑ろになってしま

い、学習の広がりや深まりが得られなくなってしまう場合もあります。そうならないため

に、教科書や他地域の資料も併せて取り上げ、自分たちの活動や思考を客観視する瞬間を

作ることも効果的です。しかし、何よりも重要なことは、育成したい資質・能力を意識し

て単元を構成することです。その際、ポスター作成やスピーチといったパフォーマンス課

題 を設定する等、地域教材のよさをいかしつつも資質・能力を見取ることのできる評価

を検討しましょう。単元の構想については、この後の「２ 単元の構想」に示します。 

 

Ḍ  ᷂Ḣ  

地域資源には様々な側面があるため、同じ地域資源の切り取り方を変えて教材化するこ

とで複数の教科で活用していくことができます。その特性をうまく活用すれば、総合的な

学習の時間を中心とし、大きなイベントの実行に向けての計画や準備を各教科等で進めて

いくといったプロジェクト型の学習になることも考えられます。また、地域で盛んな農業

を生産、加工、販売といった側面で整理し、複数年かけて取り組んでいくという縦断的な

活用もあります。中には、それを小・中学校で連携して行っている例もあります。 

このような活用ができるとすると、「第１章 地域教材の意義」で示しているような価値

は十分に得られます。それだけでなく、地域という実社会に深く関わっていることが、こ

どもの具体的なキャリア形成に大きく関わってきます。 

とはいえ、これほどの活用になると、「まるごと型１」で述べたような資質能力や評価の

整理はかなり複雑なものになります。さらに、教科や学年をまたぐカリキュラム編成は一

人で行うものではありません。このような活用を行う際には、管理職や同僚の先生と相談

しながら、学校全体が一体となって組織的に取り組むようにしましょう。（教科をまたぐカ

リキュラム編成の例：落合小学校の取組（リンク先 p.5）） 

  ἶ  

学習の目標を達成するために、追究

する問いのこと。単元全体と毎時間

のものがあり、毎時間の学習課題の

追究が単元全体の学習課題の解決に

つながるように計画する。 

 

覚えたことを単に再生するだけでな

く、現実的な文脈を設定すること

で、身につけた知識や技能を活用し

ながら取り組むことを求める課題の

こと。 

Ḍ  ӴϷЋ̱ ᷂Ḣ  

Ḍ  ᷂Ḣ  

https://drive.google.com/file/d/1kDc3hTEJ8tiPLH9YTkZ6yQHUaHjeP5Rc/view?usp=sharing
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 ӴϷ  

 

授業を行う際には、常に、こどもにどのような資質・能力を育むのかということを意

識しておくことは大切です。適切な評価を行うためにも、学習の目標を明確にしておく

必要があります。しかし、地域教材を扱うときには、独自の教材を作成すること、教員

やこどもにとって教材が身近であることなどから、教材化した地域資源自体にのめりこ

みすぎて何のための学習なのかを見失いがちです。活動あって学びなしという事態に陥

らないためにも、単元全体を通して何を身に付けるのか、そのために各時間で何を学ぶ

のか、その中で地域教材をどのように扱うのか等について明確にしておかなければなり

ません。 

そのために、次に示すように、単元の全体像を考えるための「単元の構想図」や、そ

の単元の各時間において取り扱う具体的な知識、その知識について追究するための問

い、それらのつながりを整理する「問い（知識）の構造図」を作成することもおすすめ

です。 

ӴϷ ᶫ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ὕ  

ỡ 

ǵӴϷɵ  

Ҳ ᾚ ›ẑ 

͔Ι ☻Ҋ 

 

 

 

 

目指す姿に照らして、現在

の様子を多面的に捉える。 

・ 強みや弱み 

・ 既習の内容や経験 

・ 願い      等 

具体的なこどもの行動、発

言、記述などを明確にする。 

・ 学習指導要領 

・ 学校教育目標 等 

教材の魅力や、教材と伸ばした

い資質・能力とのつながり等に

ついて考える。 

目指す姿の実現に向けた学習課題

や発問、活動等について、教材の

価値と関わらせながら考える。 

 ̤ Ҙ 

目指す姿と実態のギャップに着目

し、既にできている部分や特に伸ば

す必要がある部分などを整理する。 

全体像を捉えながら単元を組み立てるための参考にして

ください。Point１～５の順を基本としつつ、それぞれを

行ったり来たりしながら考えるのがおすすめです。 

 

  ӴϷ  
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 ᾛἶ ̝ ʴᾛ ֦Ṝ ֝ Њ  

ӴϷ ᶫ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵂ ᶫ   ᶣַא ᶳ Ῑ  ˞ỉᵃ Ӱṗͯ Ἢᾏ ẇῐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ӴϷ  
我が国の歴史上の主な事象について、狩猟・採集や農耕の生活、古墳、大和朝廷（大和政権）による

統一の様子に着目して、遺跡や文化財、地図や年表などの資料で調べ、まとめ、狩猟・採集の生活や農
耕が始まった頃の生活の様子、古墳の出現、大和朝廷の支配の広がりを捉え、世の中の様子の変化を考
え、表現することを通して、むらからくにへと変化したことを理解できるようにするとともに、主体的
に学習問題を追究・解決し、学習したことを基に、長い歴史を経て築かれてきた我が国の伝統や文化と
今日の自分たちの生活との関わりを考えようとする態度を養う。  

ᵂ  
国土を統一していくために最も大切な要素は何だろうか。 

 
狩猟や採集から農耕の生活へと変わることで、人々の生活は大きく変わった。社会
の様子も大きく変化し、集団がむらからくにへと発展していく中で各地に有力者が
現れ、大和朝廷がそれらを従えていきながら国土が統一されていった。 

ᵂ  
米づくりによって人々の生活はどのように
変化していったのだろうか。 

 
稲作が広がると、力の強いむらが周辺のむ
らを従え、次第にくにへと発展した。くに
を支配する王や豪族は、大陸の技術や文化
を取り入れ、くにづくりに役立てた。 

ᵂ  

縄文時代の人々はどのよう
な生活をしていたのだろう
か。 

 
縄文時代の人々は、狩猟や
採集を中心とした生活を営

んでおり、道具は石や木、
骨などで作っていた。  

ᵂ  

弥生時代の人々はどのよう
な生活をしていたのだろう
か。 

 
弥生時代には、大陸から稲
作が伝わり、耕地の近くに

定住することでむらが形成
されるとともに、指導者が
現れた。 

ᵂ  

なぜ巨大な古墳をつくるよ
うになったのだろうか。 

 

３～７世紀には、優れた技
術者や、多くの人々を働か
せて強大な古墳を築くこと

のできる有力な支配者が各
地に現れた。 

ᵂ  
なぜ中小田古墳群は、国
指定の史跡なのだろう

か。 
 

大和政権は、物流や人の

移動の拠点として、中小
田古墳群がある地域とつ
ながりをもつことで、支

配圏を広げていった。 

ᵂ  
大和朝廷はどのようにして支配を広げてい
ったのだろうか。 

 
大和地方に大きな力をもつ大和朝廷が現
れ、大陸の技術や文化を取り入れながら、
東北南部から九州地方までの王や豪族を従
えていった。 

ʴᾛ ֦Ṝ  

ʺ  

ὕ  

ỡ 

Ҳ ᾚ ›ẑ 

͔Ι ☻Ҋ 

 

 

 

 

当時の住居や道具等から人々の
思いや生活の様子等について想像
し、当時の世の中の変化の様子に
ついて、具体的に考えている。 

中小田古墳群の出土品から、当時の広島と他地
域との交流の様子が想像できるため、身近な地域
を通して当時の国家の成立の様子をより具体的に
理解することができる。 

「国土を統一していくために最も大切な要素は
何だろうか。」という単元を貫く問いを設定するこ
とで、当時の人々の思いと世の中の様子の変化を
関連付けながら多様な視点で考えさせる。 

̤ Ҙ 

 個別の用語の具体的な内容や相互
の関連に着目して考えたり、それら
を総合して捉えたりする力。 

 

歴史に興味・関心の高い児童
が多く、「縄文」「古墳」「卑弥
呼」などの用語については知って
いる。４年生の総合的な学習の時
間に地域の古墳について学習して
いる。 
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単元の構想ができてきたら、学習指導案等に表してみましょう。自分の思考が整理され

るのはもちろんですが、作成した地域教材を、形だけでなく意図や思いまで引き継ぐため

にも重要です。 

以下に、小学校社会科で中小田古墳群を教材化する際の指導案例を示しますので参考に

してください。この他の指導案等については「第４章 地域資源の教材化事例集」に掲載

します。 

ᾛἶ ̝ ἶ ᾚ ͈  

ӴϷ׀  

縄文のむらから古墳のくにへ 

ᾍ ἶ₴ 

小学校第6学年 

ӴϷ  

  v  

本単元は、以下の示す『小学校学習指導要領 社会』第6学年の内容(2)「我が国の歴史上の主な事

象」ア(ア)に位置付く単元である。 

ア（ア） 狩猟・採集や農耕の生活、古墳、大和朝廷(大和政権)による統一の様子を手掛かりに、む

らからくにへと変化したことを理解すること。その際、神話・伝承を手掛かりに、国の形成に関す

る考え方などに関心をもつこと。 

イ （イ）世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、我が国の歴史上の主な事

象を捉え、我が国の歴史の展開を考えるとともに、歴史を学ぶ意味を考え、表現すること。 

本単元の学習にあたっては、国の史跡に指定されている安佐北区の中小田古墳群を取り上げる。 

中小田古墳群からは、卑弥呼から贈られたという説のある三角縁神獣鏡が出土している。また、これ

と同じ鋳型で作られたものが、京都府、奈良県、大阪府、兵庫県、福岡県の古墳から出土していること

から、当時の政権の広がりや中小田地域とのつながりが推察される。この背景として、この地域は、当

時、海の直近に位置しており、東方の近畿や、西方の九州、南方の四国へ向かう内海交通だけでなく、

北方の県北や山陰地域へ向かう陸上交通の経由地であり、物流や人々の移動の最重要拠点であったこと

が考えられている。 

このように、中小田古墳群は、広島地域の古墳時代の生活の様子や文化、交流等を示す遺跡であるた

め、児童にとって時間や文化的な隔たりが大きい歴史の学習について、実感をもって学ぶことに適した

教材である。特に、古墳の位置や大きさが示す権力の移り変わりや、出土品が示す他地域との交流は、

当時の様子について空間的な広がりやつながりを感じながら学ぶことができるため、国家の成立の過程

をより具体的に理解することにつながると考える。 

 β Ѓ  

省略 

 γ ᾚ  

指導にあたっては、時代ごとの特徴やその中での個別具体の事象の理解に留まらず、事象同士の関連

や影響について考えながら学習を展開できるようにする。 

そのために、単元を貫く問いとして「国土を統一していくために最も大切な要素は何だろうか。」を

設定する。児童は、この問いに対する自分なりの考えを形成するために、武力や技術力、経済力等の

様々な視点から社会の様子の変化を捉えようとする。さらにそのことは、様々な要素の影響の大きさに

ついて比較することにつながり、各時代の事象と人々の生活や後の時代とのつながりなどを総合的に捉

えていくことになる。この単元を貫く問いについての考えを、毎時間のまとめの後に確認することで、
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各時間の学習内容について単元を通した一連の流れの中で整理させるようにする。 

毎時間の学習にあたっては、教科書と併せて中小田古墳群の資料集を活用する。教科書に掲載されて

いる資料と中小田古墳群の資料を見比べながら学習することによって、当時の様子を身近に感じながら

学習を進められるようにする。また、中小田古墳群の位置や出土品等に関する詳細な資料から、当時の

権力者の様子を具体的に想像できるようにする。 

単元の途中では、中小田古墳群と大和朝廷とのつながりについて学習する時間を加える。中小田古墳

群の特徴や出土品等と大和朝廷とのつながりに着目して、大和朝廷が何のために中小田地域とつながり

を持とうとしたのかについて考えることを通して、当時の大和朝廷の支配の範囲だけでなく、その方法

や意図についても想像できるようにする。 

これらのことを通して、当時の社会の様子の変化やその中での人々の営みについて相互に関連付けな

がら具体的に考えることができるようにする。 

 

 ӴϷ ͔  

 

狩猟・採集や農耕の生活、古墳、大和朝廷(大和政権)による統一の様子について、世の中の様子、人

物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、見学・調査したり地図や年表などの資料で調べたりして

まとめ、狩猟・採集や農耕の生活、古墳、大和朝廷(大和政権)による統一の様子を捉え、この頃の世の

中の様子を考え、表現することを通して、むらからくにへと変化したことを理解できるようにするとと

もに、主体的に学習問題を追究・解決し、学習したことを基に長い歴史を経て築かれてきた我が国の伝

統や文化と今日の自分たちの生活との関わりを考えようとする態度を養う。 

͔  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 世の中の様子、人物の働き

や代表的な文化遺産などにつ

いて、遺跡や文化財、地図や

年表などの資料で調べ、必要

な情報を集め、読み取り、狩

猟・採集や農耕の生活、古

墳、大和朝廷(大和政権)によ

る統一の様子を理解してい

る。 

② 調べたことを年表や文など

にまとめ、むらからくにへと

変化したことを理解してい

る。 

① 世の中の様子、人物の働き

や代表的な文化遺産などに着

目して、問いを見いだし、狩

猟・採集や農耕の生活、古

墳、大和朝廷(大和政権)によ

る統一の様子について考え表

現している。 

② 狩猟・採集や農耕の生活、

古墳、大和朝廷(大和政権)に

よる統一の様子を関連付けた

り総合したりして、この頃の

世の中の様子を考え、適切に

表現している。 

① 狩猟・採集や農耕の生活、

古墳、大和朝廷(大和政権)に

よる統一の様子について、予

想や学習計画を立てたり、学

習を振り返ったりして、学習

問題を追究し、解決しようと

している。 

② 学習したことを基に長い歴

史を経て築かれてきた我が国

の伝統や文化と今日の自分た

ちの生活との関わりを考えよ

うとしている。 

 

ӴϷ ᾚ  

時間 主な学習内容 
中小田古墳群に関する 

資料等 

１ 

・ 狩猟や採集を行って生活していた。 

【単元を貫く問い】 

 国土を統一していくために最も大切な要素は何だろうか。 

 縄文時代の人々はどのような生活をしていたのだろうか。 

 比治山貝塚 ה
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・ 必要な道具は石、木、骨などでつくっていた。 

２ 

・ 耕地の近くに定住するようになった。 

・ 指導者が現れ、協力して米作りを行うようになった。 

 弥生時代の人々はどのような生活をしていたのだろうか。 
・ 広島市にある住

居跡や出土品等の

遺跡や遺物に関す

る資料 

・ 畳谷遺跡（広島

市） 

・ 恵下山遺跡（広

島市） 

３ ・ 力の強いむらが周辺を従えてくにへと発展していった。 

・ 大陸からの技術や文化をくにづくりに役立てた。 

 米作りによって人々の生活はどのように変化したのだろうか。 
・ 木の宗山遺跡

（広島市） 

・ 亀山遺跡（福山

市） 

４ 
・ 古墳づくりには渡来人などのすぐれた技術者が携わった。 

・ 古墳の規模や埋葬品に、王や豪族の力の大きさが表れた。 

 なぜ巨大な古墳をつくるようになったのだろうか。 
・ 三ツ城古墳（東

広島市） 

５ 
・ 三角縁神獣鏡などの貴重な遺物が出土したことや、前方後円墳と

いう形から大和朝廷とつながりがあったと考えられる。 

・ 10を超える複数の古墳があり、中小田地域が長く広島の中心地で

あったことがわかる。 

 なぜ中小田古墳群は、国指定の史跡なのだろうか。 
・ 中小田古墳群か

らの出土品 

・ 中小田古墳群の

地図や出土品等に

関する資料 

・ 文化財団の話 

６ ・ 大和地方を中心とした統一が進んだ。 

・ 中小田地域は大和朝廷とつながりをもっていた。 

 大和朝廷はどのようにして支配を広げていったのだろうか。 
・ 中小田地域と大

和朝廷のつながり

を示す資料 

７ 
・ 当時の人々の生活やむらからくにへの変化の様子を想像した

り、これまでの学習の内容を関連付けたりしながら自分なりに考

える。 

【単元を貫く問い】 

 国土を統一していくために最も大切な要素は何だろうか。 

 

 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 ᷂Ḣ ӓ˗͈  

  

 

 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1N_i0B-wOaWeJh0CbwJZJ3ZnHjhtldJsiixFFQurU7TA/edit?gid=0#gid=0
https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1IPYYD8GTajJYtCOq67vl7pFQzrb7BCU&usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1N_i0B-wOaWeJh0CbwJZJ3ZnHjhtldJsiixFFQurU7TA/edit?gid=0#gid=0
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1N_i0B-wOaWeJh0CbwJZJ3ZnHjhtldJsiixFFQurU7TA/edit?gid=0#gid=0
https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1IPYYD8GTajJYtCOq67vl7pFQzrb7BCU&usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1N_i0B-wOaWeJh0CbwJZJ3ZnHjhtldJsiixFFQurU7TA/edit?gid=0#gid=0
https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1IPYYD8GTajJYtCOq67vl7pFQzrb7BCU&usp=sharing
https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1IPYYD8GTajJYtCOq67vl7pFQzrb7BCU&usp=sharing
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 ὕ ˗͈ ἶ ᾚ  

 

 きせつとなかよし あき 

 

 

 

 

 

      令和○年○月○日（○） 第○校時 

 ἶ ₴    第１学年○組 （○○名） 

 ӴϷ׀   「きせつとなかよし あき」～あきをたのしもう～ 内容（５）（６） 

 ӴϷ  

 
 

身近な秋の自然を見付けて観察したり、それらで遊んだりする活動を通して、秋の特徴や他の季節との
違いを見付けたり、それらで遊ぶ方法を考え、遊びを楽しく工夫してつくったりして、自然や生活の変化、
自然を利用した遊びの面白さや自然の不思議さ、校庭や公園のきまりを守る大切さなどに気付き、みんな
と楽しみながら季節の遊びや生活を創り出すことができるようにする。 

 
〇 秋の自然の様子や季節の変化、季節によって生活が変わること、自然遊びの面白さや自然の不思議さ
に気付いている。 
〇 夏と秋の違いや特徴を見付けたり、遊びや遊びに使うものを試行錯誤しながら工夫してつくったりし
ている。 
〇 秋を生活に取り入れ、生活を楽しくしようとしたり、みんなと楽しみながら遊びを創り出したりしよ
うとしている。 

 

本学級の児童は、「きせつとなかよし はる なつ」の春には、身近な自然を観察し、野の草やシロツ
メクサなどで遊ぶ経験をした。夏には水遊びをしたり、育てたアサガオで押し花や色水作りをしたりし
て、季節を楽しむ活動もした。春や夏の特徴や変化については、よく気付くことができた。四季について
は知っており、桜は春に花が咲くことは分かっているが、夏や秋の様子はよく分かっていなかった。 
児童アンケートによると、自分の考えをもったり、いろいろな人の意見を聞いて、それについて考えた
りすることができていないと感じる児童が１割近くいることが分かった。話し合いの場面では、「そうな
んだね。」「いいね。」などの肯定的な言葉を使って反応できる児童が増えつつある。しかし、自分の考え
をあまりもっていないことにより、自分の言葉で気付きや考えを説明したり、話し合ったりすることが難
しい児童がいる。 

  

本単元は、自然と触れ合い、関わることを通して、四季の変化を感じ、また、見たり感じたりした秋を
共有することで、より秋を身近に感じることをねらいとしている。校内にはビオトープ、地域には公園や
病院の庭、幼稚園の森などがあり、自然に恵まれている。春や夏に季節を感じる活動をした経験を踏まえ
て、豊かな自然を体感させることができる。自然の中で五感を使い、全身的な活動をすることで、言葉や
動作で表現することや、自然物を使って遊ぶことの楽しさに気付くことができるようになる。自分の活動
を試行錯誤しながら発展させたり、グループで知恵を絞って、よりよいものを創り出そうとしたりするこ
とも予想される。こうした遊びによって、互いの関係が豊かになり、毎日の生活が充実していくことが期
待できる。 
園児との交流を設定することによって、相手に合わせて適切に関わり、自分自身の言葉や振舞いを見つ
め直して活動する実践的な力も育てることができる。 

 

導入では、夏より涼しくなってきたこと、教師（児童）が見付けた秋の自然物などを切り口に、秋と仲
良くなる方法を皆で考える場を設定し、それぞれの思いや願いを実現することを大切にする。 

  ὕ ˗͈ ἶ ᾚ ͈ 

˗͈ ᾛἶ  

目指す子供の姿 

単元の価値 

働きかけ・環境設定 

現在の子供の姿 

単元の目標 

╓ᶍⱧ ᶇᶍ ᶆ╔ᶟ ≥  
˞ ỡ◦ ᵦе е ắҡ ҁ ỡ е ỡ◦

ύ ᵺ ̴ố е Ệᶺṯᵵ ˋủ ỡ

ꞈἪ ᶓ                 「４ 単元について」「６ 指導と評価の計画」「８ 本時の学習展開」 
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秋の変化を視覚的に捉えやすいように、地域の公園やまちの様子などの写真を随時掲示していく。 
近くの幼稚園児と交流しながら、森でいろいろな種類の落ち葉を集めたり、秋の自然物を使ったおもち
ゃで一緒に遊んだりする予定である。春からペアを組んで関わってきた園児のことを考えながら、遊びを
改良して楽しむ経験をさせる。 
教室には、集めたどんぐりや紅葉した葉、植物図鑑や絵本などを置いて自由に関わることができるよう
にしたり、疑問や気付きを皆で共有しやすいように付箋を貼って掲示するコーナーなどを設けたりする。
環境を工夫することで、日常的に秋を感じられるような働きかけができると考える。活動場面では、同じ
遊びのグループで集まったり、伴南ルームに、児童が希望した材料や用具を自由に使えるように、コーナ
ーを設けたりして、それぞれの思いや願いが達成できたという手応えをもたせたい。お互いの困りごとを
相談できるような場も設定する。試行錯誤できる時間と場を想定して計画を立てる。児童が考えているこ
とや、ふとやってみたことなどを教師が細かく見取り、価値付けて全体に紹介できるようにする。落ち葉
が乾燥して使えなくなるなど、児童の思い通りにならないことも予想されるが、失敗に学びながら成功体
験につなげられるように、助言を丁寧に行いたい。 
よりよく話し合うために、アクティブリアクションを定着させておきたい。振り返りも大切にして、自
分の気付きを友達の気付きと関連させながら、学習を深められるようにする。 

 
 
【生活科】「きせつとなかよし はる なつ」の学習では、幼稚園や保育園の園児と、幼稚園の「ぼうけん

の森」で春見付けをしたり、夏の水遊びを一緒に活動したりすることを通して、自然に親しみ、
季節の特徴に気付いた経験を生かした秋の学習に発展することができる。また、アサガオのつ
るで作ったリースに、秋の実を利用して飾る活動をすることで、生活科「きれいにさいてね わ
たしのはな」とつなげることができる。 

【音楽科】「ねいろとつよさ」の学習の中で、秋の自然物の楽器を演奏して楽しむことができる。  
【国語科】「しらせたいな 見せたいな」で、対象を詳しく観察し、気付いたことを人に知らせる文章を書

くことを学習する。「みんなにしらせよう」では、相手意識をもって話す学習をした経験を生か
して、園児を意識してグループで話し合いをしたり、園児に分かりやすい説明を考えたりする
ことができる。 

【図画工作科】「かざってなにいれよう」で、秋の自然物の特徴を生かして、入れ物を飾ることができる。 

 

 ӴϷ ͔  

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

〇 身近な自然を観察したり、自
然の中で遊んだり、自然物を使
って遊んだりする活動を通し
て、秋の自然の様子や夏から秋
への変化、季節によって生活の
様子が変わること、自然遊びの
面白さや自然の不思議さに気
付いている。校庭や公園のルー
ルやマナーが大切なことやそ
れを守って遊ぶと楽しいこと
に気付いている。 

〇 身近な自然を観察したり、自
然の中で遊んだり自然物を使
って遊んだりする活動を通し
て、夏と秋の違いや特徴を見付
けたり、遊びに使う物を工夫し
てつくったりしている。 

〇 身近な自然を観察したり、自
然の中で遊んだり自然物を使
って遊んだりする活動を通し
て、秋を生活に取り入れ、生活
を楽しくしようとしたり、みん
なと楽しみながら遊びを創り
出そうとしたりしている。 

① 活動を通して、秋の自然の様
子や季節の変化、季節によって
生活の様子が変わることに気
付き、自分の生活と関係してい
ることに気付いている。 
② 秋の自然を利用して遊ぶ面
白さや、遊びを工夫したり遊び
を創り出したりすることの面
白さに気付いている。 

 
③ 校庭や公園のルールやマナ
ーを守って遊ぶと楽しいこと
や、遊ぶ準備や片付けの大切さ
に気付いている。 

① 楽しみたい遊びを思い描き
ながら、秋の自然の中から遊び
に使う物を選んでいる。 

 
 
② 比べたり、たとえたり、試し
たり、見通したりしながら、遊
び自体を工夫したり、遊びに使
う物を工夫してつくったりし
ている。 
③ 身近な自然が自分たちの生
活と関わっていることや、工夫
したり楽しく遊んだりしたこ
とを振り返り、表現している。 

① みんなで楽しく遊びたいと
いう願いをもち、繰り返し秋の
自然と触れ合おうとしている。 

 
 
② 友達の考えのよさを取り入
れたり、自分との違いを生かし
たりして、遊びを楽しくしよう
としている。 

 
③ 活動を通して、気付いたこと
を生活に生かしたり、もっと調
べてみようと意欲をもったり
して、自分たちの生活を豊かに
しようとしている。 

つながる学び 
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 ᾚ ͔  Ћ  

小単元名 主な活動内容 知 思 態 評価方法 

ともみなみの 

あきをみつけ

にいこう 

 

 

（３ｈ） 

秋について知っていることや、やってみたいことに

ついて話し合う。（事前アンケート） 
① ①   行動 

発言 

校内のビオトープや地域の公園で秋を探し、夏と比

べながら、秋を感じる。（常時）  
③  ① 

行動 

発言 

見付けた秋について、気付きをワークシートに書

き、伝え合う。  
①   

発言 

ワークシート 

あきであそぼ

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８ｈ） 

もっと秋を見付けるための話し合いをする。「ぼう

けんの森」へ行く計画を立てる。 
  ① 

行動 

発言 

園児と交流しながら「ぼうけんの森」で遊ぶ。 

③  Ὼ 

行動 

発言 

作品 

集めた落ち葉を生かした遊びをする。（落ち葉でお

絵かき、お面作り、衣装作りなど） 
Ὼ    

リハビリテーション病院にドングリの木があるこ

とを知り、行って実を集める。 
③   

行動 

発言 

秋の葉や木の実を使って遊ぶと楽しそうなものを

考え、つくってみる。（常時） 
 ①   

みんなで

あきのあそび

をたのしもう 

 

 

 

 

 

 

 

(本時1／９ｈ)  

園児を招待して、どんな秋を楽しむ会ができるか話

し合い、計画を立てる。  
 ①  発言 

ワークシート 

ペアの園児のことを思い浮かべ、おもちゃの改良

や、ルールの工夫をしながら、試し遊びをする。（本

時）  

 ②  
行動 

発言 

準備、交流会、片付けをグループの友達と協力して

行う。 
  ③ 

行動 

発言 

交流会を振り返り、気付いたことや成長についてワ

ークシートに書き、全体で交流する。 
Ὼ ③  

発言 

ワークシート 

秋について振り返り、秋の特徴や春や夏との違いを

確かめ合う。   
 ③ ③ 

発言 

ワークシート 
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園児のことを思い浮かべながら、秋の自然物を使ったおもちゃに工夫を加えた遊び方を考えることがで

きる。【思考・判断・表現②】 

 

 ἶ ᾽   

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

１ 前時の活動を振り返る。 
 
 
 
２ めあてを確認する。 
 
 
 
３ 前時に選んだ、おすすめの遊びに、招待
する園児と楽しむことができる工夫を考え
話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 招待する園児と楽しむ遊びを、自分たち
がつくった遊びのコーナーで試し遊びをし
ながら改良したり工夫したりする。 

 
５ 全体で、工夫したところを発表し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 本時の学習を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 次時の活動を知る。 
 

○ 本時の活動に生かせるように、これまでにつくった
り遊んだりした秋の遊びを掲示しておく。 
〇 意欲的に活動するために、これまで交流してきた園
児を招待することを確認する。  

 
 
 
 
〇 相手意識をもって考えさせることで、ペアの園児と
一緒に楽しめる遊びになることを確認する。 

 
○ 園児のやりたいことや願いを知ることが大切だと気
付かせるために、情報提供（幼稚園の先生からの手紙）
をする。 

 
〇 全体で発表するために、各自、おすすめの遊びをワー
クシートに書いて、互いの考えが共有できるようにす
る。 

 
○ 楽しいと思える「おすすめポイント」を声を掛けるこ
とで言語化し意識させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 一緒に楽しめる活動になりそうな思いや、工夫した
ことを評価し、価値付けるようにする。 

 
○ 具体的に園児を意識した振り返りを評価する。 
○ 表現が難しい児童には、文型を示し、当てはめてワー
クシートに書くように支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
〇 わくわく感を高めるために、次の時間は、園児との交
流会の準備を始めることを伝える。 

本時の見どころ【教師のファシリテート】 

★園児と一緒に楽しみたいという思いをもち、自分た
ちの経験をもとに工夫したり改良したりしたいところ
を考えさせる。 

 

ねんちょうさんと いっしょにたのしむ あそびをかんがえよう。 

まつぼっくりけん
玉は、一緒に入れ
ると楽しかったか
らおすすめ。 

どんぐりごまで競争するのは面白いね。
○○くんは、競うのが好きだから喜んで
くれそう。 

木の実の楽器
も楽しそう。
一緒に楽器を
鳴らすともっ
と仲良くなれ
そう。 

どんぐりごま
がいいと思い
ます。どうし
てかという
と、よく回る
どんぐりごま
をつくって競
争すると、わ
くわくするか
らです。 

たぶん、〇〇さんた
ちは、やじろべえを
知らないから、遊び
を教えたら喜ぶんじ
ゃないかな。 

どんぐり迷路は難し
いほうが楽しいか
ら、もっと工夫して
つくりたいな。 

早く遊びたい
な。 

○○ちゃんと○○し
たら、楽しそう。 

めいろは、もう少し工夫
して、楽しくしたいな。 
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 ͔ ἧ͑ ỡ 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【思考・判断・表現②】 

交流会に招待する園児が

楽しめる遊びを、理由を付

けて考える。 

（発言・ワークシート） 

〇 秋の自然物を使って、園児が楽しめる遊びを考えようとしている。 
・ワークシートに、ペアの園児が楽しめそうな遊びを書く。 
 ・「○○ちゃんと、よく回るどんぐりごまで競争してみたい。」 
 ・「やじろべえの遊び方を教えたら、○○君は喜んでくれるかな。」 
 ・「けん玉の糸は、○○ちゃんには、短くしてあげたいな。」 

 

   

・ 園児と一緒に楽しみたいという思いをもち、自分たちの経験を基に挑戦してみたいこと、やりたいこ

とを考え交流するところ。 

・ 秋の自然の物を活用した遊びを経験しておくことで、もっとやってみたいという意欲が湧き、活動が

意欲的になるところ。 
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      令和○年○月○日（○） 第○校時 

 ἶ ₴    第２学年○組 （○○名） 

 ӴϷ׀   「えがおのひみつたんけんたい」 内容（３）（８） 

 ӴϷ  

 

地域の多様な場所や人々に関わる活動や、学んだことを身近な人々と伝え合う活動を通して、地域の場
所やそこで生活したり働いたりしている人々について考えたり、相手のことを想像して伝えたいことや伝
え方を選んだりすることができ、自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることや、身近な人々と
関わることのよさや楽しさが分かるとともに、地域に親しみや愛着をもち適切に接したり安全に生活した
り、進んで触れ合い交流したりしようとすることができるようにする。 

 

〇 身近な人々と関わるよさや楽しさ、適切な接し方が分かっている。 
〇 地域の人々と進んで関わることで、地域のよさや働きを捉えたり、相手に応じて伝え方を選んだりし  
ている。 
〇 地域に親しみや愛着をもち、進んで触れ合ったり、安全に生活したりしようとしている。 

 

本学級の児童は、７月に「まちが大すきたんけんたい」の学習で伴南のまちを歩き、どんな施設や店が
あるのかを知った。自分たちが住んでいるまちではあるが、あまり詳しくは知らないことに気付いた児童
が多かった。本単元の導入で児童アンケートを行ったところ、「『なぜ』『どうなっているの』などの疑問
をもつようになってきています。」「話し合いで、何かを進めることが楽しいです。」「友達の考えを聞いた
りよさを見付けたりすることができます。」などの項目において肯定的評価をした児童が多く、疑問をも
とに、話し合うことのよさを感じている児童が多いことが分かった。しかし、自分の考えをもつことが難
しい児童が１割程度おり、自分の考えや思いを書いて表現することはできるが、話し合い活動や全体交流
の場において、友達に伝えることが難しい児童もいる。また、言われたことは前向きに取り組むことがで
きるが、自分から進んでやってみたいという思いをもつことが難しい児童がいる。 

  

本単元は、地域の多様な場所や人々について調べ、気付いたことを伝え合う活動を行うことで、伴南の
まちにある施設や店のよさや働き、地域の人々と自分たちの生活との関わりを知ることができる。そして
伝えたいことや伝え方を選んで表現することで、身近な人々と関わることのよさや楽しさに気付くことが
できる単元である。 
また、今まで何気なく見かけたり、買い物をしたりしていた施設や店で見学やインタビュー、体験活動
をする学習を通して人との関わりを増やし、その仕事に携わる人々の思いや願いに気付くことができる。 
このような活動を通して、地域に親しみや愛着をもち、進んで触れ合い交流することで、地域との関わ
りを豊かなものにしていくことができ、適切に接したり安全に生活したりすることができるようになると
考える。 

 

今回の「えがおのひみつたんけんたい」では、伴南のまちにある施設や店で「えがおのひみつ」を見付
ける活動を中心に単元を展開していく。単元の導入では、「まちが大すきたんけんたい」で見付けた「も
っと知りたいこと」「やってみたいこと」を思い出す活動から、児童が探検する場所を決めていく。 
見学やインタビューに行く前には、見学場所についてしっかり想像できるようにし、聞きたいことや知
りたいことを考えることで、探検への意欲を高めていきたい。その際、自分の考えや友達の考えを整理し
ていくために、付箋や思考ツールを活用して話し合い活動を進めていく。聞きたいことや知りたいことが
思いつかない児童への手立てとして、施設や店の内部が分かるような写真を用意して、買い物に行ったと
きに見たものや聞こえてきたことなど、これまでの生活経験を思い出すことができるようにする。 

目指す子供の姿 

単元の価値 

働きかけ・環境設定 

現在の子供の姿 

単元の目標 

˗͈ ᾛἶ  

╓ᶍᵆ ᶇbᶍᶃᶉᵫᶩᵪᶨᵆ ᶇbᶍᶃᶉᵫᶩᶗ 
˞ Ẵ╚ ỸṔ ᴳ ᴻ ϑ ᴳ ⁵ ắ

ҁ ắ ỡ −Љ ᴳ еἑ ҁổ − ˞

⁵ ї ╕ • ˟                「働きかけ・環境設定」「６ 指導と評価の計画」 
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見学・インタビュー終了後は、この探検で分かったことやもっと知りたいこと、やってみたいことはな
いかを話し合い、２サイクル目の体験活動につなげていく。体験活動に行く前には、施設や店の人がどの
ようなことを工夫して働いているのかを振り返ることで、実際に活動した際の様々な気付きにつなげてい
きたい。そして、施設や店で働いている人に焦点を当て、人とのつながりを意識できるようにする。 
体験活動後には、もう一度インタビュー活動を設定することで、働いている人の仕事に対する思いや願
いなどを感じることができるようにしたい。 
一連の体験活動終了後には、自分たちが行ってきたまち探検は様々な人が関わってくれたことで実現で
きたということに気付き、自分たちがお世話になった施設や店の人たちに感謝の気持ちをもち、自分たち
に何かできることはないか考えるための活動を設定する。ポスターやパンフレット、動画など、インタビ
ューや体験活動で学んだこと考えたことを生かして、お世話になった人を笑顔にすることを考えるように
する。自分たちに関わってくれた人たちが喜んでくれると、自分たちもうれしいということを実感できる
ように活動を進めていきたい。 
学習全体を通して、グループ交流や活動を積極的に取り入れることで、思いを伝えることが難しい児童
も安心して表現できるようにしていく。一人では気付かなかったことに気付けるように、付箋に書いた思
いを交流することで、グループ活動を充実させたり、アクティブリアクションをしながら活動の報告会を
行ったりすることで、もっと知りたい、やってみたいという思いや願いをもつことができるようにしてい
きたい。探検の計画や振り返りをする中で、話し合い活動を多く取り入れていき、友達と話し合うことの
よさを実感できるようにする。 

 

【国語科】「こんなもの、見つけたよ」で学習したことを生かし、見付けたものや気付いたことをメモする
ことができるようにしたい。「あったらいいな、こんなもの」で学習したことを生かし、相手の考えを詳
しく聞くために、大事なことは何かを考えて、質問することができるようにしたい。 
【生活科】「まちが大すきたんけんたい」で学習したことを生かし、探検で知りたいことや見付けたことを
付箋に書き、友達に伝えることができるようにしたい。 
【社会科（３年生）】「広島市の様子」「広島市の人々の仕事」で、地域の様子や様々な活動、地理的環 
境や人々の働きなどについて理解することができるようにしたい。 
 

 ӴϷ ͔  

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

〇 地域の多様な場所や人々に
関わる活動や、身近な人々と伝
え合う活動を通して、身近な
人々と関わるよさや楽しさ、適
切な接し方が分かっている。 

〇 地域の多様な場所や人々に
関わる活動や、身近な人々と伝
え合う活動を通して、地域の
人々と自分たちの生活との関
わりや地域のよさや働きを捉
え、相手に応じて伝え方を選ん
でいる。 

〇 地域の多様な場所や人々に
関わる活動や、身近な人々と伝
え合う活動を通して、地域に親
しみや愛着をもち、進んで触れ
合い交流することや、適切に接
したり安全に生活したりしよ
うとしている。 

① 探検の計画を立てる話し合
いを通して、働く人と関わる時
の適切な接し方に気付き、イン
タビューや活動の仕方が分か
っている。 
② 地域で働いている人々や、
様々な場所が自分たちの生活
を支えていることや、それらが
自分と関わっていることに気
付いている。 
③ 自分の気持ちが相手に伝わ
ることのよさに気付いている。 

 
 
④ 地域の人々と関わる楽しさ
や喜びに気付くとともに、地域
への親しみや愛着が増し、人々
と適切に交流できるようにな
った自分たちの成長に気付い
ている。 

① これまでのまち探検を通し
て、更に関わりを深めたいとい
う思いをもち、何ができるか話
し合っている。 

 
② まち探検に出掛けて、見たり
聞いたり、やってみたりしたい
ことを考え、その場に合った行
動を予想しながら、計画を立て
ている。 
③ 地域の場所や人々を自分の
生活と関連付けながら捉えて
いる。 

 
④ 伝える相手に応じて、学んだ
ことや伝えたい内容の表現方
法を工夫して考えている。 

① 働く人々に関心や期待をも
ち、進んで探検に行こうとして
いる。 

 
 
② まち探検に出掛けて、インタ
ビューや体験活動などに喜ん
で取り組もうとしている。 

 
 
③ まちやお世話になった人の
ことを伝えるための準備を、友
達と協力しながらしようとし
ている。 
④ 地域の人々やまちに親しみ
や愛着をもち、地域や身近な
人々と関わることのよさを大
切にしようとしている。 

 

つながる学び 
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 ᾚ ͔  Ћ  

小単元名 主な活動内容 知 思 態 評価方法 

まち探検の計
画を立てよう 
 
 
 
 
 
（３ｈ） 

前回のまち探検を思い出しながら話し合い、もっと
知りたい場所やお店について話し合う。 

  ②   行動 
発言 

まち探検する場所を決めたり、まち探検の目的を確
認したりする。 ①    

行動 
発言 
ワークシート 

探検場所について自分が「知っていること」を考え
る。働く人の様子を予想したり、想像したりしながら
「知りたいこと」を考える。 

 ②  
行動 
発言 
ワークシート 

えがおのひみ
つを見付けに
行く計画を立
てよう 
（２ｈ） 

グループごとに「知りたいこと」の意見交流を行い、
店や施設で「聞いてみたいこと」「見てみたいこと」
などを話し合う。 

  ② 
行動 
発言 

グループで出た意見を整理し、役割分担をする。 
 ②  行動 

えがおのひみ
つを見付けに
行こう 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４ｈ） 

探検のときに気を付けることを考えたり、インタビ
ューの練習をしたりする。 ①  

  
行動 
発言 
ワークシート 

全体でまち探検の流れを確認したり、グループで時
間や道順の確認をしたりする。  ②  

行動 
発言 
ワークシート 

まち探検に出掛けて働く人の様子を見たり、インタ
ビューをしたりする。   ② 

行動 
発言 
ワークシート 

見学の振り返りをして見付けたことを紹介し合う。 
  ④ 

行動 
発言 
ワークシート 

 
 
お店でやって
みよう 
 
 
 
  

見学した店や施設で、やってみたいことを考える。 
 ①   

行動 
発言 
ワークシート 

体験のときに気を付けることを考えたり、練習をし
たりする。  ②   

行動 
発言 
ワークシート 

体験活動をする。 
  ② 

行動 
発言 

体験活動の振り返りをするとともに、グループごと
にもっと聞いてみたいことを話し合う。  ③  

行動 
発言 
ワークシート 

グループで出た意見を整理し、役割分担と練習をす
る。 

 ②  
行動 
発言 

 

もっと聞きたいことをインタビューする。 
  ② 

行動 
発言 

探検や体験活動、インタビューをして分かったこと
や思ったこと、えがおのひみつ（仕事に対する思い）
などをまとめる。 

 ④ ③ 
行動 
発言 
ワークシート 

グループで分かったことや思ったこと、えがおのひ
みつ（仕事に対する思い）などについて話し合い、紹
介カードにまとめる。 

 ③ ③ 
行動 
発言 
紹介カード 

 
（１０ｈ） 

働く人のえがおのひみつ（仕事に対する思い）を全
体で発表し合い、交流する。 ②  ④ 

行動 
発言 
紹介カード 
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お世話になっ
た人をえが 
おにしよう 
 
 
 
 
 
 
 
（本時2／9ｈ） 

探検や体験活動、インタビューでお世話になった人
への感謝の気持ちを思い起こし、もっとえがおになっ
てもらう方法を個人で考える。 

  ④ 
行動  発言 
付箋 
ワークシート 

グループでお世話になった人にもっとえがおにな
ってもらう方法を話し合い、全体で紹介し合う。  ③  

行動 
発言 
ワークシート 

グループでアドバイスをし合ったりして、考えた方
法の準備をする。  ④  

行動 
発言 
作成物 

見学した店や施設へ行き、お世話になった人にもっ
とえがおになってもらう活動をする。 

③  ④ 
行動 
発言 

これまでの学習を振り返り、自分自身の成長への気
付きやまちへの思いを深める。 

④  ④ 振り返りカード 

 

  

探検でお世話になった人に感謝の気持ちを思い起こしながら、もっと笑顔になってもらうための方法を

伝え合うことができる。【 思考・判断・表現③ 】 

 

 ἶ ᾽   

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

１ 前時までの活動を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
２ めあてを確認する。 
 
 
 
３ 個人で付箋に書いたことをグループで交
流する。 

 
４ 個人で付箋に書いたことを全体で交流す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 前時に個人で考えたことを思い出すために、付箋に
書いたことを見直す。 
〇 話し合いがずれないために、視点を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 自分の考えに自信をもてるように声掛けをする。 
 
 
〇 どうしてその方法がよいと思ったのか、理由も一緒
に伝えるよう促す。 
〇 必要に応じてグループ交流をする。 
 
 
 
 
 
 
 
〇 友達の意見を聞くことで、様々な方法があることに
気付けるようにする。 
 
 

本時の見どころ【教師のファシリテート】 

★こどもの発言を、切り返したり、つないだりして広
げ、思考を深めさせる。 

おせわになった人たちに もっとえがおになってもらう方ほうを話し合おう。 

感謝の気持ちを手紙に書い
て読みたいな。自分の気持
ちが伝わると思うから。 

幼稚園の子や先生たちに、
歌を届けたいと思ったよ。 

お店を紹介するポスターをつ
くりたいと考えたよ。 

お店の人に感謝状を渡したいな。 

施設や店の人が頑張っていることや笑顔の
ひみつをビデオに撮って紹介したいな。た
くさんの人に知ってもらいたいな。 

インタビューや体験をして分かった、お店の
すてきなところを広告にかいて、お店に置い
てもらいたいな。店の役に立つと思うから。 

お店のよいところを紹介できるようなポ
スターを作りたい。お店に来た人たち
に、知ってほしいから。 
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４ 話し合いをもとに、もっとえがおになっ
てもらうための方法を決める。 
 
 
 
５ 本時の学習を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
６ 次時の活動を考える。 
 

 
〇 はじめに決めた方法と、変わってもよいことを伝え
る。 
〇 なぜその方法にしたのか理由をしっかり考えさせ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇 本時で話し合ったことをもとに、次時では、どのよう
なものをつくるか詳しく考えていくことを伝える。 

 

  

 
 

 ͔ ἧ͑ ỡ 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【思考・判断・表現③】 

地域の場所や人々を自分

の生活と関連付けながら

捉えている。（発言・行動・

付箋・ワークシート） 

 

〇 話し合い活動を通して、体験でお世話になった人たちに感謝の気持ちを
込めて、もっと笑顔になってもらうために何かできることはないかを考え、
意見交流をすることができる。 
・ わたしは最初、お手紙を渡したいと思っていました。でも、〇〇さん
の意見を聞いて、ポスターを作るのがいいなと思いました。なぜかとい
うと、お店に飾ることができて、いつでも見られるからです。 
・ 幼稚園の先生が、こどもたちが笑顔になってくれるとうれしいと言っ
ていたから、楽しい歌を歌ってあげたいです。次の時間は、どんな歌を
歌うか考えたいです。 

 

 

・ お世話になった人たちに笑顔になってもらうために自分たちができることを考え、自分の思いをもっ

て意見を出し合っている様子。 

・ 意見交流で、児童が話をつないで発表したり、教師が意見を関連付けたりする様子。 
 

わたしは最初、お手紙を渡したいと思っていました。でも、〇〇さんの意見を
聞いて、ポスターを作るのがいいなと思いました。なぜかというと、お店に飾る
ことができて、いつでも見られるからです。 
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 γ ῨΦιϢ ᴦ χϘκ  ˂

 

 

 

 

 

      令和○年○月○日（○） 第○校時 

 ἶ ₴    第３学年○組 （○○名） 

 ӴϷ׀   「大好きだよ 可部のまち！」【伝統文化で地域とつながる】 

 ӴϷ  

 

可部の伝統文化である「山まゆ」を飼育したり、 「山まゆ」について探究的に学習したりする過程を通し

て、可部の伝統を継承している人たちの思いや願いを知り、可部のまちとの関わり方や自分たちに何がで

きるかを考え、地域の一員として、可部の伝統文化を継承していくために自分にできることを実践できる

ようにする。 

〇 可部の伝統を継承している人たちの思いや願いを知り、伝統とは人々の努力と協力によって紡がれて

きたことに気付いている。 

○ 自分と可部のまちとの関わり方について考え、自分たちにできること（課題）を考え、必要な情報を集

め、課題に応じた根拠を基に整理分析し、よりよい表現方法でまとめている。 

○ 地域の一員として、可部の伝統文化を継承していくために自分ができることを考え、実践しようとし

ている。 

 

本学級の児童は、「可部の地域が好き」というアンケートに対して肯定的に答えた児童が８６％以上で

あり、自分たちの住んでいる可部のまちのことを好意的にとらえていることがうかがえる。一方で、「可

部の地域のために自分がやっていることがある」と答えた児童の割合は４７％に留まっている。自分が地

域の一員という自覚があまりなく、地域を支えるのは大人のやることだという認識があり、地域の課題を

解決するのが自分のやるべきことだという認識が薄い。 

  また、自分が伝えたい内容をどのようにして伝えれば相手により伝わるかを選択できる児童は少なく、

意見を伝えるための選択肢が少ない。  

 

可部のまちは、歴史的に古くから栄えてきたまちであり、いまだに産業や建物、行事など引き継がれて

きたものが多く残るところである。本単元は、その中の一つ、２８０年以上前から行われている伝統文化

である「山まゆ織り」について調べ、実際に飼育し、伝統を継承し続けている人々と関わることで、地域

に愛着をもつだけでなく、地域のために自分たちにできることは何かを探究できる単元である。その探究

活動を通して、自分も地域の一員であり、自分たちも地域を支えていくことができるという自覚につなげ

ることができる。また、友達と対話をしながら学習を進めていく中で、自分の考えをもつだけではなく、

深めたり広げたりすることができる。 

 

伝統の継承には、人々の努力が関係していることに気付くために、山まゆそのものだけではなく、山ま

ゆに関わる人の思いや願いにも触れる場を設けていく。インタビューや糸つむぎ体験など山まゆ同好会と

児童との交流の場を適宜取り入れていきたい。また、情報を複数集めたり意見の交流や整理をしたりする

だけでなく、成果物を広く発信したり活動の成果を振り返ったりすることができるよう、ICTを効果的に

活用し、意見を伝える表現方法の幅を広げていきたい。 

  自分が可部の伝統文化を継承する一員であることを意識できるよう、表現の場を校内だけでなく地域へ

と広げていくようにする。 

 

˗͈ ̟ ӓ ῇ ᾛἶ ֻ ἶ   

目指す子供の姿 

単元の価値 

働きかけ・環境設定 

現在の子供の姿 

単元の目標 

ᶍטּ ᶆ ᵧᶪ ╓ᶍ╗╢ᶇᵶᶅᶍ  
˞ Ἡ נּ ⁵ ắ ѩ ‖ ᾼװ ỡ

הּ ầ ᾼװ ˢ˭ ˞ ỡ Ỹᵅ Ṯ

˞ ˢ˭ Ỹ◐ ˟          「４ 単元について」「６ 指導と評価の計画」 
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学習の成果を発信する場面でポスターをつくる場合には、国語科「パンフレットを読もう」で学習したこ

とを生かし、目的や相手に合わせて分かりやすく書かれているものを読む力を書く力に活かしていきたい。

また、グループで話し合う際には、国語科「はんで意見をまとめよう」で学習したことを生かし、進行を考

えながら目的に沿って話し合いができるようにしたい。 

 

 ӴϷ ͔  

   

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

〇 可部の伝統を継承している

人たちの思いや願いを知り、伝

統とは人々の努力と協力によ

って紡がれてきたことに気付

いている。 

○ 自分と可部のまちとの関わ

り方について考え、自分たちに

できること（課題）を考え、必

要な情報を集め、課題に応じた

根拠を基に整理分析し、よりよ

い表現方法でまとめている。 

○ 地域の一員として、可部の伝

統文化を継承していくために

自分ができることを考え、実践

しようとしている。 

① 地域の伝統は、地域の人々に

よって継承されてきたことに

気付いている。 

 

② 調査活動を目的や対象に応

じて、インタビューやアンケー

トで実施している。 

 

③ 地域の伝統文化継承への理

解は、山まゆとそれを支えてき

た人々との関係を探究的に学

習してきたことの成果である

と気付いている。 

① 山まゆを飼育する活動を通

して、可部の町のために自分た

ちが何をするべきか考え、課題

を設定している。 

② 地域の伝統を継承するため

に何をすればよいか必要な情

報を、対象に応じた方法で収集

している。 

③ 目的に合わせて、収集した情

報を比較・分類したり、関連付

けたりすることで、集めた情報

を整理し、分析している。 

 

④ 伝えたいことが相手に伝わ

るよう、効果的な方法で表現

し、学習したことをまとめてい

る。 

① 探究的な学習を通して、自分

にできることを考え、友達の意

見を受け入れようとしている。 

 

② 課題解決のために、自他のよ

さを生かしながら友達と協力

して取り組もうとしている。 

 

③ 可部の町のためにできるこ

とを考え、進んで可部の伝統を

継承する活動に取り組もうと

している。 

出会う学びの財・環境（ひと・もの・こと） 

山まゆ同好会       ４年生 

山まゆ織り体験会     山まゆハウス 

公民館での発信 

つながる学び 
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 ᾚ ͔  Ћ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 小単元１ 
山まゆを育てよう 

小単元２ 
伝統を受け継ごう 

小単元３ 
伝統を伝えよう 

課題の 
設定 

昨年の３年生が「山ま
ゆの伝統」について発
表してくれたことを思
い出し、これからどん
な学習をするのか確認
する。（思①） 

（２ｈ） 

伝統を受け継ぐために
自分たちに何ができる
か話し合う。（主①） 
 
 
 

（２ｈ） 

「山まゆ同好会」 
から山まゆを広

めるための動画制作の
依頼を受け、グループ
で発表の内容と方法を
考える。（主②） 

（２ｈ） 

伝統を引き継ぐために
自分たちがすべきこと
は何かを確認する。 
（主①） 
 
 

（２ｈ） 

情報の 
収集 

「山まゆ同好会」 
をゲストに招き、

山まゆのことについて
学んだり、育て方を教
えてもらったりする。
（思②）  
 

 （４ｈ） 

「山まゆ同好会」がど
んな思いで活動をして
いるのか質問をする。 
 
課題を解決するために
４年生への質問内容を
考え実行する。（知②）   

（６ｈ） 

山まゆの糸を紡ぎ、織
物体験をすることで、
実際に可部のまちがど
のように発展してきた
か実感をもって知る。
（知①） 
 

（８ｈ） 

自分たちのグループで
は２年生に対して、何
を伝えたいのかを明確
にする。 
（思②）  
 
 

 （２ｈ） 

整理・ 
分析 

大切に育てていくため
に、どのように育てれ
ば山まゆが元気に育つ
か考える。（思③） 
 
 
 

  （７ｈ） 

４年生と同好会への質
問結果を集約し、伝統
を受け継ぐためにどん
な取組をするべきか考
える。（思③） 
 
 
 （２／３ｈ 本時） 

自分たちの発表で、伝
えたかったことが本当
に伝わるのか確認し、
改善する。（思③） 
 
 
 

（１６ｈ） 

発表内容をビデオで確
認し、伝えたいことが
きちんと伝わるか考え
る。自分たちが伝えた
いことが伝わる発表に
なっているのか、情報
を整理する。（思③） 

（９ｈ） 

まとめ 
・表現 

これまでの観察日記を
１つにまとめること
で、山まゆの成長やこ
れまで育ててきた気持
ちをまとめる。 
（思④） 
 
 

（２ｈ） 

自分が可部の伝 
統を受け継ぐた

めに何ができるかをま
とめ、これからどんな
発信をしたいか自分の
考えをもつ。（思④） 
 
 

（１ｈ） 

可部の伝統とそれに関
わる人々との関係を振
り返ることで、伝統を
継承するのは人々の努
力と協力であることに
気付く。（知①） 
 
 

（２ｈ） 

これまで学習し 
て知った「山ま

ゆのこと」を２年生に
伝える。これまでの学
習のすべてを振り返
り、「伝統」とは何かを
自分の言葉でまとめ
る。（知③、主③） 

（２ｈ） 

探究の過程の構想 

Ẉ ˟  

Ỗѕ 

ἵ װ  

Ỗѕ 

 

Ỗѕ 
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４年生へのアンケート結果と可部山まゆ同好会へのインタビュー結果から気付いたことや考えたことを

交流し、伝統を受け継ぐためには何をするべきか考えることができる。【思考・判断・表現 ③】 

 

 ἶ ᾽   

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

１ これまでの活動を振り返り、本時の問い
をもつ。 

 
 
 
２ ４年生へのアンケート結果から気付きを
交流する。 

 
 
 
 
 
 
３ 同好会へのインタビュー結果を確認す
る。 

 
 
 
４ ２つのアンケート結果を基に、これから
何をすべきか話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ỗ ‪  
 
 
 
 
 

○ 前時までの活動が想起できるよう、活動内容を時期
ごとに掲示する。 

 
 
 
〇 集約が簡単なアンケート方法を知るためにGoogleフ
ォームを活用し、事前に４年生に昨年度の取組に対す
るアンケートをとっておく。 

 
○ 視覚的に情報を分析できるように、４年生へのアン
ケート結果を短冊に整理しておき提示する。 

 
 
○ 地域で伝統を継承している人々の思いや願いを想起
するために、同好会へのインタビュー結果を提示する。 

 
 
 
〇 話し合いで困っている場合には、同好会の人たちが
どのような思いや願いをもっているのかを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 「方法」ではなく「内容」についての話し合いになる
よう、「何を伝えたいか」を問うようにする。 

 
 

 

  

でんとうを受けつぐために、何をすればよいのかな？ 

− Ẉ ˟
ϻ  

−Ẉ ᶋγ ᴕΌ Ẉ ; ⁵ ắ
Ẉ ˟ ϻ ắ ὶ ắ

ỗ כֿ Ḁ  

Ẉ ᶓ
 

Ẉ
 

; ⁵ ᶋγ
ᵈ

 

Ẉ
 

· ⁵ ˢᾗ
· ⁵

 

Ẉ ╕ ˟
; їג  
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 ͔ ἧ͑ ỡ 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【思考・判断・表現③】 

アンケート結果を比較・分類した

り、関連付けたりすることで、伝統

を受け継ぐために何をするべきか

考えている。 

（振り返りカード） 

【A評価】 
〇 友達と意見を交流することで、何を伝えれば「山まゆのこと」が
伝わるか理由や根拠を基に考えている。 
・ 山まゆを育てた時のうれしい気持ちや同好会さんが今日まで
伝統を受け継いでくれたことも伝えた方がよいと思いました。理
由は、山まゆのことを伝えるためには山まゆのお世話のことだけ
ではなく、今日まで大切に育ててきた同好会さんのことも伝えた
方がいいと思ったからです。 

 
【B評価】 
〇 友達と意見を交流することで、何を伝えれば「山まゆのこと」が
伝わるか考えている。 
・ 山まゆを育てた時のうれしい気持ちも伝えた方がよいと思い
ました。理由は、山まゆがガになったときの嬉しい気持ちを伝え
たいからです。 
・ わたしは、山まゆがどのように成長するのか伝えたらよいと思
いました。理由は、〇〇さんが、「山まゆの成長を見るのが楽し
かった」と言っていたので、それは伝えた方がよいと思ったから
です。 

 

 

・ これまで大切にしてきた山まゆへの愛があふれ、一人一人が使命感をもって話し合っている姿。  
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 ṉ 

 

 

 

 

 

      令和○年○月○日（○） 第○校時 

 ἶ ₴    第４学年○組 （○○名） 

 ӴϷ׀   「ゴーゴー☆防災」【防災で地域とつながる】 

 ӴϷ  

 

２０１４年８月２０日に広島市安佐南区で起きた「８．２０土砂災害」をきっかけに、地域の防災・減災
を探究的に学習する過程を通して、防災・減災は地域の人のつながりに支えられていることに気付き、命や
身を守るために自分たちに何ができるかを考え、地域の一員として長束西の町に愛着と誇りをもち、自分
にできることを実践できるようにする。 

 

○ 地域の防災活動に携わる人たちの思いや願いを知り、防災・減災は地域の人のつながりに支えられて
いることに気付いている。 
○ 自分と地域の防災との関わり方について、自分たちにできることを考えて必要な情報を集め、課題に
応じた根拠を基に整理分析し、よりよい表現方法でまとめている。 
○  地域の一員として長束西の町に愛着と誇りをもち、長束西の地域のつながりを深めるために自分
ができることを考え、実践しようとしている。 

 

昨年度末に当時の４年生「長束西キッズ防災士７１」から、防災フェスティバルで防災についての発表
を聞いたこどもたちは、４年生になったら自分たちも防災の学習をしたいという意欲をもって進級した。
そして、今年度、自分たちも防災について学び、長束西の防災意識を高めるために「長束西キッズ防災士
５５」を結成した。 
小単元１では、「長束西の８．２０」「広島市豪雨災害伝承館」「絆花壇」「防災マップ」「避難リュッ
ク」について学習したことを新聞にまとめ、全校児童と地域の方に向けて発表した。３回の発表でのべ３
００人を超える来場があり、「他の学校ではやってない自慢できる活動だ」と自信をもち、自分たちの活
動に手応えを感じている。 
小単元２では、自主防災会と共助の力を高めるために、備蓄倉庫見学、防災工作、土のう袋体験、避難
所体験、防災マップ町歩きなどの活動に取り組んできた。自主防災会と週に１回程度、繰り返し継続して
関わることで、自主防災会を身近に感じ、自分たちも自主防災会とともに地域の一員としてできることを
していきたいという意識の高まりにつながってきている。 

  

長束西小学校区は、土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）があり、「８．２０土砂災害」では、かろ
うじて人命に関わる被害はなかったものの、家屋や田んぼに土砂が流れこむ被害があり、実際に避難が遅
れれば命に関わるような被害もありえた。長束西小学校は災害時の指定緊急避難場所に指定されてはいる
が、山側に面した体育館と西校舎は土砂災害警戒区域（イエローゾーン）に指定されているため、山側で
はない東校舎が避難場所となっている。そのため、土砂災害を想定した学校の避難訓練でも、体育館に避
難するのではなく、山側ではない東校舎への水平及び垂直避難を実施している。そのような地域性から、
防災について学ぶことは地域が抱える課題について、児童が主体的に考え、地域とのつながりを実感しな
がら、地域の一員として自分たちができることを実践していこうとする態度を育むことにつながると考え
る。 

 

広島市豪雨災害伝承館で、CG映像や被災体験談を見聞きしたり、実際に砂防堰堤（えんてい）を間近に
見学したりすることを通して、土砂災害のおそろしさや災害に備える必要性を切迫感をもって感じられる
ようにする。そして、「長束西の８．２０」を知るために、地域の方から当時の話を聞くとともに、長束
西の町を実際に歩き、被災現場や危険な場所、避難所を自分の目で見て確かめることによって、災害を身

目指す子供の姿 

単元の価値 

働きかけ・環境設定 

現在の子供の姿 

単元の目標 

˗͈ ᾛἶ ֻ ἶ  

ᵴᶍ ᵪᶨ ᶝᶪ ╓ᶗᶍ  
ΣӋ ṉϓ  Ӳ ˞ ʸ☺ Ἡ ⁵ ắ ˋủ ỡᾝ ӡᾝ

ᶆ ⁵ ṉˋủ ᷈ Ξ ᶆ Ḁ ˞ ⁵ ҁ

˞ ˢ˭ ỡϱ ᷈      「４ 単元について」「６ 指導と評価の計画」「８ 本時の学習展開」 
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近に起こりうるものとして切実感をもって捉えられるようにする。また、「８．２０土砂災害」の犠牲者
を追悼し、後世に災害の記憶を継承するために、安佐南区内の小学校と地域や企業が協力して、夏の被災
地をマリーゴールドの花でいっぱいにする「絆花壇」の取組を校内においても継続することで、防災・減
災の意識をもち続けられるようにする。 
自主防災会の方の氏名と地域が分かる「つながりマップ」を作成し、その都度関わりのあった方を確認
することで、つながりを身近なものとして捉えられるようにする。さらに、自主防災会と学習した内容を
オクリンクプラスを活用した「つながろうカード」に書きためていくことで、共助の力を高める活動を積
み重ねているという達成感と地域の防災意識を高めるために役立っているという有用感につなげられるよ
うにする。また、朝の時間を活用した「伝えあいタイム」によって、「あいづち言葉」「つなげる言葉」
「引き出す言葉」「ふりかえりマスター」など、対話に必要な要素を楽しみながら身に付けていくととも
に、自分の考えをもち（自分力）、仲間と考えを伝え合う（チーム力）よさを実感できるようにしてい
く。整理分析の場面では、タブレットの共有機能を生かして、比較・分類したり、多面的・多角的に見た
りする場面を設定することで、協働的・対話的に学習することのよさを実感できるようにしていく。 

 

 

風水害の危険が高まる梅雨前に防災の学習を始められるように、社会科「災害からくらしを守る」の単元

を入れ替えて実施した。国語科「要約するとき」「新聞を作ろう」「クラスみんなで決めるには」で学習した

ことを生かし、相手に伝わる表現の工夫ができるようにしていく。また、前学年の総合的な学習の時間にお

いて、長束音頭や長束西の自然についてスライドでまとめたり表現したりした経験を生かし、各教科にお

いてドライブやオクリンクプラスを効果的に活用し、資料の共有や記録の蓄積に役立てたい。 

 

 ӴϷ ͔  

  

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

〇 地域の防災活動に携わる人

たちの思いや願いを知り、防

災・減災は地域の人のつながり

に支えられていることに気付

いている。 

○ 自分と地域の防災との関わ

り方について、自分たちにでき

ることを考えて必要な情報を

集め、課題に応じた根拠を基に

整理分析し、よりよい表現方法

でまとめている。 

○  地域の一員として長束西の

町に愛着と誇りをもち、長束西

の地域のつながりを深めるた

めに自分ができることを考え、

実践しようとしている。 

① 防災・減災への取組は、地域 

の人のつながりによって成り

立っていることを理解してい

る。 

② インタビューやアンケート

などによる調査を、目的や場面

に応じた方法で実施している。 

③ 防災・減災には、地域の人の 

 つながりが重要であることへ

の理解は、長束西の防災・減災

に関わる人の思いや願いを探

究的に学習してきたことの成

果であることに気付いている。 

① 防災・減災についての学びを

通して、自分たちに何ができる

か、何をする必要があるかを考

えて、課題を設定している。 

② 必要な情報を、対象に応じた

方法で収集したり、蓄積したり

している。 

③ 課題の解決に必要な情報を

比較・分類したり、関係付けた

りしながら解決に向けて考え

ている。 

 

 

④ 伝える相手や目的に応じて、

集めた情報を根拠にして自分

の考えをまとめ、相手に伝わる

ように表現している。 

① 探究的な学習を通して、自分

にできることを考え、友達の意

見を受け入れようとしている。 

 

② 課題解決のために、自他のよ

さを生かしながら友達と協力

して取り組もうとしている。 

③ 長束西の町のためにできる

ことを考え、地域の一員として

進んで防災・減災の活動に取り

組もうとしている。 

出会う学びの財・環境（ひと・もの・こと） 

８．２０土砂災害の資料  絆花壇  安佐南区地域振興課 

長束西自治会・町内会    長束西学区連合防災会  広島市豪雨災害伝承館 

つながる学び 
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 ᾚ ͔  Ћ  

 

 

  

 小単元１ 
自助の力を高めよう 

小単元２ 
地域を守る人とつながろう 

小単元３ 
つながりを広げよう 

課題の 
設定 

昨年度の４年生の活
動を引き継ぎ、キッズ
防災士５５として、
「８．２０土砂災害」に
ついて調べる。（思①） 
 

   （２ｈ） 

小単元１で自助の力
を高めてきた自分たち
が、次は何に取り組む
べきかを考える。（共助
の力を高めるためにや
りたいことリスト）（思
①） 

（２ｈ） 

やりたいことリスト
の中からまだ達成でき
ていない活動を確かめ
る。（思①） 
 
 
 
           （２ｈ） 

防災を通して、長束
西に住む人のつながり
を広げるために、防災
フェスティバルを計画
する。（主①） 
 

 
（２ｈ） 

情報の 
収集 

広島市豪雨災害伝承
館へ見学に行き、「８．
２０土砂災害」につい
て知る。地域の方から
話を聞いたり、町を歩
いたりして、「長束西の
８．２０」について情報
を集める。（思②） 

 
 （８ｈ） 

自主防災会と共 
助の力を高める

活動に取り組む。 
（知②）  
・備蓄倉庫見学 
・防災工作 
・土のう袋体験 
・避難場所体験 
・防災マップ町歩き 

（６ｈ） 

自主防災会から避難
訓練の実態についての
話を聞く。（参加者の推
移、過去の内容、自主防
災会の思い、参加した
人の声、参加していな
い人の声）（知②） 

 
 

（２ｈ） 

これまでの学習を振
り返り、伝えなければ
ならないことを明確に
して、新たに必要な情
報を集める。（思②）  
 
 
 
 

（４ｈ） 

整理・ 
分析 

長束西の危険な場所
や避難所を防災マップ
でどのように伝えれば
よいか話し合う。避難
リュックにどのような
ものを入れればよいか
話し合う。（思③、主②） 

（８ｈ） 

体験したことを基
に、自主防災会とのつ
ながりを「つながろう
カード」に整理し、自主
防災会とはどんな存在
か話し合う。（思③） 
 

（４ｈ） 

地域の避難訓練 
において、長束

西の人の防災意識を高
めるために、自分たち
がどのような活動をす
べきか話し合う。（思
③、主②） 

（２／４ｈ） 

目的に合った内容に
なっているかを見直
し、改善する。 

（思③、主②） 
 
 
 

（７ｈ） 

まとめ 
・表現 

家族に防災マップと
避難リュックについて
学習したことを伝え
る。これまで学習した
ことを新聞と地図にま
とめ、全校児童、地域の
人に発表する。（思④） 

（４ｈ） 

「つながろうカー
ド」に整理したことを
家族に伝える。（思④） 
 
 
 
 

（２ｈ） 

地域の避難訓練 
で、これまで学

習したことや自主防災
会について地域の人に
発表し、地域でつなが
る大切さに気付く。 

（知①） 
 （６ｈ） 

防災フェスティ 
バルを開催し、

１年間の学習の成果を
全校や地域の人に発信
する。 
（知③、主③） 
 

（７ｈ） 

探究の過程の構想 

ỡᾝ ᷈  

Ỗѕ 

˞ Ἡ ⁵  

 

Ỗѕ 

ᶓ  

Ỗѕ 
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地域の避難訓練の参加者を増やすために、自分たちにできる具体的な取組を、これまでに学習したこと

を根拠にして話し合おうとすることができる。【主体的に学習に取り組む態度②】 

 

 ἶ ᾽   

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

１ 本時のめあてを確認し、ゴールイメージ
を共有する。 
（前時までに、地域の避難訓練において参
加者が少ない「理由」と「解決策」をその整
理し、その「具体的な方法」をオクリンクプ
ラス提出ボックスに個人で送っておく。※
友達の考えは、まだ見られない状態） 

 
 
 
２ 具体的な方法を、班で検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ӣ ↑  
 ỡ ᶳ ᵈ ᶳ

ˢᾗ ᶳ
ᶳ Ḁ
ᶳ  

 ỡ ᶳ ᵈ ᶳ
ˢᾗ ᶳ  

 
 ☺ ᵺ  

 
 
 
 
 
 
 

 
４ 本時を振り返り、次時への見通しをもつ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 本時のゴールイメージを全体で確認することで、主
体的に活動できるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 友達の考えを参考にできるように、必要に応じて＜
オクリンクプラス 提出ボックス＞を活用してもよい
ことを伝える。 
○ ＜オクリンクプラス みんなのボード＞を活用し、
話し合いを可視化できるようにする。 
○ 班のみんなが活動を具体的にイメージできるよう
に、検討する際には「つなげる言葉」「引き出す言葉」
を活用するように促す。 
○ 「つながろうカード」を手元に準備しておくことで、
これまでの活動を根拠にして具体策の話し合いができ
るようにする。 
○ 他の班の話し合いを参考にできる「リサーチタイム」
を必要に応じて取り入れることで、自分たちの班の考
えを練り直せるようにする。 

本時の見どころ【チーム力】 

★ 友達と考えを交流するよさを感じられるようにす
るために、考えをつなげたり、反応したりしながら
話し合いを進めるように促す。 

 
 

 

○ 全体交流の時間を設けることで、本時の振り返りに
生かせるようにする。 

 
 
 
 

 

○ 「ふりかえりマスター」を提示することによって、振
り返りの視点を意識できるようにする。 

 

避難訓練の参加者を増やすために 自分たちにできることを具体的に考えよう 

· ổ ѿ

מּ·
Ḁ

 

ỡἧ
ṉγ ḫ

ṉ

ᴳ
ỸṔ
ỡ
ϯ
╕

ᵈ  

δᴒṭ ẏ
֥
ṉ
 

Ḁ ׃ ẇͽἐ
+ ὶ

ỗ
Ḁ  

ᴻ
ṥ
ᶳ
ắ

ỡ
ᶳ

ṅ  

Ḛ ׃ ẇͽἐ + ֥ Ḁ ˞ ⁵
ᶏ ᴑ ắ ẏ ῾
ắ ᾼњ ᶺ ⁵ ˋủ ᵈ

∩וּ ṉẦ ׃ ╕ ╟ ׃ ẇͽἐ +
ỡἧ ṉγ ⁵ ˢᾗ ṥ ṉ ˢᾗ ṥ ‫ Ế ẏ

· Ạ ắ כֿ ᴻ ṥ ᶳ
ỸṔ ắ Ḛ ỡἧ ṉγ ⁵

ӡᾝ ᷈ ׃ ẇͽἐ + ṥ╪
∩וּ ṉẦ ỡἧ ṉγ ⁵ →ᶁ  
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 ͔ ἧ͑ ỡ 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【主体的に学習に取り組む態度②】 

地域の避難訓練の参加者を増や

すために、自分たちにできること

を、これまでに学習したことを根拠

にして話し合おうとしている。 

（ワークシート、発言） 

〇 地域の避難訓練の参加者を増やすために、自分たちにできること
を、これまでに学習したことを根拠にして話し合おうとしている。 

 
・ 地域の人にたくさん来てもらうためには、来たくなるような工
夫が欠かせないと思いました。お土産がもらえたり、知って得す
る情報があったりすれば、来たくなると思います。 
・ 伝承館の方が、「こどもの行動で、大人の意識が変わる」と言
っていたので、長束西キッズ防災士５５で避難訓練の大切さをア
ピールして、絶対に避難訓練の参加者を増やしたいです。 
・ 自主防災会の人と一緒に歩いて作った防災マップや一緒に作
った新聞紙スリッパをお土産にしたら、家でも使ってもらえてい
いと思いました。 
・ リサーチタイムで、他の班が体験コーナーを作ったらいいと考
えていて、避難リュックを実際に背負ってもらったらいいんじゃ
ないかなと思いました。 
・ 今まで自主防災会の人と共助の力を高めてきたので、たくさん
アイデアが浮かびました。避難訓練の参加者を増やそう大作戦
を、５５と自主防災会の人で成功させたいです。 

 

 

【チーム力】自分の考えを伝えたり、友達の意見を聞いたりして、一緒に考えようとしている姿。 

【地域連携】長束西の防災意識を高めるために、これまで学習したことを基に、話し合おうとしている姿。 

 

  



第４章 地域資源の教材化事例集 

□□□■□ 

52 

 ᵿ Ҏ ᾳ  

 

 

 

 
 

      令和○年○月○日（○） 第○校時 

 ἶ ₴    第５学年○組 （○○名） 

 ӴϷ׀   「光り輝く将来の夢」【キャリア教育で自分の夢や希望とつながる】 

 ӴϷ  

 

実社会で生き生きと働く人々との関わりを通して、そこで働く人々の仕事に取り組む姿や仕事に対する
思いや願いを知り、夢や希望をもって自己の働き方や生き方についての考えを深めるとともに、これから
の自己の生き方に生かしていくことができるようにする。 

 

○ それぞれの企業が大切にしている理念や、そこで働く人たちの思いや願いがその人の生き方に影響を
与えられていることを理解している。 
○ それぞれの企業や働く人たちの思いや願いを整理・分析し、自分の考えを広げ、自分の将来について考
えたことを相手や目的に応じて表現している。 
○ それぞれの企業で働く人との探究活動を通して、働くことに関心をもち、自己の生き方について考え
を広げ、これからの自己の生き方に生かそうとしている。 

 

自分に自信をもてず、自分の思いや願いを相手に伝えることが苦手な児童が多い。また苦手なことには
無関心である。学校評価アンケートの結果によると「自分にはいいところがある」の項目に肯定的回答を
した児童が７２％であったが、「とてもそう思う」と回答した児童は１０％とかなり低い数値だった。こ
のことから自分に自信をもてない児童が多いことが分かり、苦手なことで失敗する姿を見られたくないな
どの要因から無関心につながっていると考えられる。一方で、自分の得意なことには前向きに取り組む姿
は見られる。総合的な学習の時間アンケートの結果によると「将来の夢はありますか」の項目に肯定的回
答をした児童が８５％と高い数値だった。しかし、「分からない」や「まだ考えたことがない」と回答し
た児童もおり、社会で働いている人と関わる機会が少ないため、将来の夢や仕事に関して関心や見通しが
もてている児童が少ない。 
４月から児童は、「人は何のために働くのか」という問いを立て、自分のこれからの生き方について考
え始めた。３つの企業で働く方に直接インタビューを行ったり、実際に働く体験をしたりする活動を通し
て、実際に働いている方の思いを知り、働くことに対する関心が深まったことで、「自分たちが考えた取
組を実行できるまで提案してみたい」と自分ごととして考えられる児童が増えてきた。さらに、「マイ・
プランノート」を活用することで、自分の将来の自分像がはっきりし、自分の思い描いている将来の自分
につながる人やもの、出来事との出会いを大切にするようになった。 

  

本単元は、３つの企業（三島食品、アンデルセン、オタフクソース）で働く人と関わることが主な活動
となる。働く人々の仕事に向かう姿や、思い・願いについてふれると共に、働くことが人間形成にどう影
響しているのか考えることで、自分自身の生き方を見つめ直すことができる。そして、見つめ直したこと
をもとに、これからの人生で大切にしたい思いを深めることができる。 
また、食で広島を支え続けてきた３つの企業の思いに触れることで、広島に愛着をもち、広島で生まれ
育った一人として、これからの自己の生き方を探究していくことができる単元でもある。 

 

実際に企業の見学や職業体験をすることを通して、そこで働く人の思いに触れたり、企業と一緒にできる
活動内容を提案し、一緒に検討してもらったりするなど、繰り返し関わっていく場を設定することで、企業
が大切にしていることや、働く人の思いや生き方を考えられるようにする。 
三社で働く様々な職の方と関わる機会を多く設け、それぞれが大切にしている思いを知ることで、これか
らの自己の生き方を考え、深められるようにする。また、これからの生活の中で自分が大切にしていきたい

目指す子供の姿 

単元の価値 

働きかけ・環境設定 

現在の子供の姿 

単元の目標 

˗͈ ᾛἶ ֻ ἶ  

ᶫᵫ╔ᶟᴲ ╓ᶗᶍ ᶩᶇ ᶍ  
˞ ằ Ѫԃ − − ⁵ ẩ ‖ ˋҞ ᶳ

˞ ᴕ Ҏ ⁵ ỡ − ᴳ Ѵ

ᾳ ᶆ Ḁ ẩ      「 ４ 単元について」「６ 指導と評価の計画」「８ 本時の学習展開」 
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ことを考え、広げていけるように児童の思いを大切にした単元構成を意識し、思考ツールを効果的に活用し
たり、三社の歴史・取組・働く人の思いを聞き合う場を設定したりすることで、三社には会社として大切に
している理念があり、それらが働く人の生き方、考え方に大きな影響を与えていることに気付けるようにし
たい。「人」と継続的に関わる活動を設定したり、自分の思いを深める時間を十分にとったり（事前学習）、
集団での共有場面では、こどもたちだけで考えていけるような環境設定を仕組むなどして、児童が主体的に
取り組むことができるようにする。 
三社で働く方の思いだけではなく、自分の身近な人や、自分の将来の夢につながる人が大切にしている思
いを探究することで、自分のこれからの人生で大切にしたい思いをもたせたい。 
また、被爆地ヒロシマを食で支え続けてきた三社が広島を元気にしたいという働く人の思いに触れさせる
ことで、我が町広島に誇りと愛情をもち、広島市民としてのこれからの生き方を考えられるようにしたい。 

 

考えたことを実践する場面では、国語科「文章に説得力をもたせるには」で学習したことを生かし、説得
力のある文章で自分の考えを書き表す力に生かしていきたい。また、グループで話し合う際には、国語科
「よりよい学校生活のために」で学習したことを生かし、考えを広げたり、まとめたりする話し合いを行う
ことができるようにしたい。 
働いている人たちの思いを探る場面では、社会科「くらしを支える工業生産」や「情報産業とわたしたち
のくらし」で学習したことを生かし、働く人々の仕事に対する思いを感じ取り、自分たちの考えや生き方に
ついて考えを表現する際に生かしていきたい。 
学習の成果を発信する場面では、国語科「時計資料の読み方」で学習したことを生かし、目的や相手に合
わせて、データや図などを効果的に活用し資料を分かりやすくまとめる際に生かしていきたい。 
また、グループで話し合う際には、国語科「意見が対立したときには」で学習したことを生かし、進行を
考えながら目的に沿って話し合いができるようにしたい。 

 

 ӴϷ ͔  

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

〇 それぞれの企業が大切にして
いる理念や、そこで働く人たちの
思いや願いがその人の生き方に
影響を与えられていることを理
解している。 

○ それぞれの企業や働く人たち
の思いや願いを整理・分析し、自
分の考えを広げ、自分の将来につ
いて考えたことを相手や目的に
応じて表現している。 

○ それぞれの企業で働く人との
探究活動を通して、働くことに関
心をもち、自己の生き方について
考えを広げ、これからの自己の生
き方に生かそうとしている。 

① それぞれの企業や働く人たち
が、地域住民の幸せや、町の発展
を願っていることを知るととも
に、その人の生き方に影響を与え
られていることを理解している。 

 
② 目的に応じて、職業体験を実施
したり、相手や場面に応じた方法
でインタビューしたりしている。 

 
 
③ 自己の生き方を見つめ直すこ
とができたのは、それぞれの企業
で働く人の思いを探究した成果
であると気付いている。 

① 働く人たちの姿や思いから、自
己を見つめ、問いを見出し、課題
を設定するとともに、解決に必要
な調査方法を明確にしながら、計
画を立てている。 

 
② 働く人たちの思いや願いを知
るために職業体験をしたり、イン
タビューやインターネットなど
で調べたりして、必要な情報を収
集している。 
③ 収集した情報の中から、それぞ
れの企業や働く人たちに共通す
る思いや願いを見つけ、自身が大
切にしていきたいことと関連付
けて考えることで、これからの自
己の生き方をより豊かにしよう
としている。 
④ 働く人たちと自身の思いや願
いを関連付けて考え、分析した結
果を、相手や目的に合わせて効果
的な方法で表現している。 

① それぞれの企業や働く人との
探究活動を通して、自己の生き方
を見つめ直し、自己の変容に気付
くとともに、異なる意見や他者の
意見を受け入れて尊重しようと
している。 
② それぞれの企業や働く人たち
の思いや願いをグループで探る
活動を通して、働くことに関心を
もち、これからの自己の生き方に
生かそうとしている。 
③ それぞれの企業で働く人との
関わりの中で見えてきた仕事に
対する見方や考え方を、自分の将
来と重ねて考え、これからの自己
の生き方を見つめ直そうとして
いる。 

出会う学びの財・環境（ひと・もの・こと） 

・三島食品株式会社 職員一同 ・オタフクホールディングス株式会社 職員一同 
・株式会社アンデルセン・パン生活文化研究所 職員一同 

・Pride of Hiroshima展   ・広島平和記念資料館   ・広島平和記念公園 

つながる学び 
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 小単元１ 

何のために働くのだろう？ 

小単元２ 

働く人が大切にしている思いは？ 

小単元３ 

どう生きるのか？ 

課題の

設定 
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探究の過程の構想 
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それぞれの企業で働く人との関わりの中で見えてきた仕事に対する見方や考え方を、自分の将来と重ね

て考え、これからの自己の生き方を見つめ直すことができる。【主体的に学習に取り組む態度③】 

 

 ἶ ᾽   

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

Ⱨ

 

０ 次時に向けての問いを立てる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ 三社で働く方が事前に作成したダイヤモンドラン
キングを掲示しておくことで、多様な視点をもち、話
し合うことができるようにする。 

本時の見どころ 
★ 事前学習による問いに対する自分なりの考えの
確認。 

Ⱳ 

１ 本時の問いを確認する。 
 
 
 
 
２ 問いに対する自分の考えを小グループ
で話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ᾴ Ḁ Ỏ ☺ ӡ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 次時に向けての問いを作る。 
 
 
 

○ これまでの学習のこどもの意見や思考の流れを整
理し教室の側面に掲示する。 

 
 
 
○ 話し合う視点を明確にするために、思考ツール（ダ
イヤモンドランキング）を活用する。 

 
〇 こどもが主体的に話し合いに参加したり、思考が深
まるような問い返しをしたりするために、問いに対す
る考えを事前に見取っておく。 

 
〇 同じ問いを定期的に問うようにすることで、自分自
身の変容に気付くことができるようにしておく。 

 
○ こどもが友達の考えを自分ごととして聞くことが
できるように、自分の考えとの共通点や相違点などは
ないか考えながら聞くように声を掛ける。 

 
 
 
○ 話し合う視点を明確にするために、小グループで話
し合った結果、自分の考えに変化があった部分につい
て全体で交流する。 

 
本時の見どころ 

★ 意見交流による思考の深まり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⱨ
ῇ 

５ 次時までの時間を使って、本時での話し
合った内容を整理し自分の考えをもつ。 

○ 考えをもつことをゴールにするのではなく、問いに
対して思考を重ねたことを認めるようにする。 

 

本時の見どころ 
★ 次の問いの確認。 

ϯ
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ắ  

人は、何のために働くのだろう ～これまでの活動や三社との関わりを通して～ 

人は、何のために働くのだろう ～これまでの活動や三社との関わりを通して～ 
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ỡ ᾳ Ҏ  
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 ͔ ἧ͑ ỡ 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【主体的に学習に取り組む態度③】 

それぞれの企業で働く人との関わ

りの中で見えてきた仕事に対する

見方や考え方を、自分の将来と重ね

て考え、これからの自己の生き方を

見つめ直そうとしている。 

（ノート・発言） 

〇 それぞれの企業で働く人との関わりの中で見えてきた仕事に対す
る見方や考え方を、自分の将来と重ねて考え、これからの自己の生
き方を見つめ直そうとしている。 

 
・ やっぱりぼくは自分を成長させるために働きたいです。自分は
物を直すのが好きなので、自転車屋さんになりたいと思っていま
す、でも、まだまだ自分だけでは直せないので成長したいです。
○○さんが「自分の成長がやりがいにもつながる」と言っていた
ことも大切だと思いました。 
・ これまでは、自分のためが大切だと考えていたけれど、○○さ
んの「お客さんが笑顔になってくれるとうれしい」という話を聞
いて、その通りだなと思いました。自分のためだけでなく、他の
人にも喜んでもらえて、幸せにできる仕事がしたいと思いました。 
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 ҥ  

 

 

 

 

 

      令和○年○月○日（○） 第○校時 

 ἶ ₴    第６学年○組 （○○名） 

 ӴϷ׀   「ふるさと吉島東」【地域活性化】 

 ӴϷ  

 

 

吉島東の魅力を発掘し、発信していく取組を通して、地域活性化とは地域の魅力を住民が認識し、地域の

内外の人とつながることであることを理解し、吉島東の魅力で地域の内外の人をつなぐために自分にでき

ることを考え、自分自身が地域の魅力を発信したり、地域の取組に参加したりすることができるようにす

る。 

 

◯ 吉島東の魅力を通じて、地域の内外の人がつながり、往来することで地域が活性化することを理解し、

目的や相手に応じた方法で調査活動を行う中で、自分たちの行動が地域活性化に貢献することに気付い

ている。 

〇 吉島東の地域の魅力を多くの人に伝え、地域内外の人々がつながる町にするために、必要な情報を収

集し、根拠に基づいて整理・分析し、課題を解決する方法を考え、それを効果的に発信している。 

〇 自分が地域の魅力発信の主体として、活気ある町にしていくためにできることを考えて実践したり、

地域の取組に参加しようしたりしている。 

 

学年の児童は、4月の段階では友達と穏やかに過ごす姿が見られるが、自分の意見を深めたり発信した

りする機会が少なく、周囲に合わせることが多くある。特に授業では、自信が持てずに発言を躊躇する様

子が見られ、課題を発見したり解決したり、自分の考えを表現する経験が十分ではなかった。 

児童アンケート（4月）では、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思うか」という質問に

73.3％の児童が肯定的に答えたが、積極的に行動する意識には課題が見られた。「吉島東の町には魅力が

あるか」という問いには90.8％が肯定的に答え、「穏やか」「人が優しい」「地域の人があいさつをしてく

れる」といった意見が多く、地域への好感度の高さが示された。一方で、「活気がない」「特にこれといっ

た魅力はない」と答える児童もおり、「活気はあるか」という質問への肯定は34.3％にとどまった。地域

への愛着は強い一方で、具体的な魅力の把握や、社会への積極的な参画意識の育成が課題であった。 

小単元を2つ終えた12月現在では、全体で発言する児童は微増しているが、小グループでは自分の考

えをもち、意見や理由を述べる姿が多く見られるようになってきている。また、広島県観光連盟からの観

光大使の任命や中国新聞社からの取材を受けたことで、自分たちの学習への価値を実感し、使命感をもっ

て課題解決に取り組む姿が見られるようになった。さらに、児童アンケートで「地域や社会をよくするた

めに何かしてみたいと思うか」という質問への肯定的な回答は89.3％に増加し、地域の魅力を自分の観光

大使の名刺に具体的に記載するなど、地域の魅力をより明確に捉えられるようになってきている。 

  

吉島東の町には、昭和の名残を感じさせる常連で賑わうお店や、新しくできた店舗、閉店したシャッタ

ー街など、歴史と現状が交錯している。特に、町内に多く点在するお好み焼き店は、世代を超えて愛され

る昔ながらの雰囲気や味わいが魅力であり、地域の貴重な資源と言える。 

お好み焼き店をテーマにすることで、地域に根付いた歴史や人々のつながりを学び、身近なデータや情

報を整理・分析しながら、地域の活性化に貢献する力を育むことができる。また、情報収集が比較的容易

であるため、こどもたちが自らアポイントメントを取り、インタビューを行うなど、主体的に取り組める

目指す子供の姿 

単元の価値 

現在の子供の姿 

単元の目標 

˗͈ ᷂Ḣ ӓ ᾛἶר ֻ ἶ  

ᶆ╔ᶃ ╓ᶍ ᵣ ᶇᵶᶅᶍ  
´ ᴳ פ ˞ ֳ Ҍ “ Љ ˞

Ξ ⁵ ắ ҁ Ϲ֜ ‰ ї ˞Љ↑ͯ Ἠ ♯ ᴻת

Ἢ͒ ˞ ẇΪˋủ ˟          「４ 単元について」「５ 単元の評価規準」「６ 指導と評価の計画」 
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探究活動を進めやすい。 

さらに、CM制作、イベントの開催やウェブサイトの制作など、「ものづくり」を通じた活動を取り入れ

ることで、デザイン思考や柔軟な対応力を育むことができる。このような取り組みを通じて、こどもたち

は、課題発見・解決能力や表現力を高めながら、目的をもって「誰に、どのように伝えるのか」を考える

実践的な学びに取り組むことができる。 

これらの活動は、地域への愛着を育んでいるこどもたちの特性を生かし、「活気がない」という課題に

焦点を当てた探究の場を提供することを目的としている。地域の魅力を再発見し、それを発信するプロセ

スを通じて、こどもたちが主体的に課題解決に向き合う力を深めていくことが期待される。 

 

本単元の導入は、お好み焼き店が点在するルートを町歩きする体験活動から始める。この活動では、昼

に賑わうお好み焼き店と、シャッターの閉まったお好み焼き店の前を歩くことで、こどもたちが登下校で

は見落としがちな景色に気付き、この町が抱える課題に目を向けるきっかけを作る。こうした体験を通じ

て、理想と現実のギャップを感じ取らせ、課題設定へとつなげる。 

「発信」と聞くとポスターや新聞といった、これまでに経験した表現方法に偏りがちであるため、表現

の幅を広げるための工夫を行う。教室には各種旅行ガイドブックや、電通の「広告小学校（CMづくり）」

などの参考書籍を設置し、様々な発信方法に触れられる環境を整える。 

地域の人々を最大限に活用し、学校に招くだけでなく、放課後などいつでもこどもたちが自分で訪問で

きるような体制を整える。また、学校に招く際には、実際に社会で発信しているプロ（例：編集者、広告

制作者）を招いたり、オンラインでつないで対話したりしながら、取材の仕方や発信の方法、発信に込め

る思いなどについて話を聞く機会を設ける。これにより、こどもたちが実践的な学びを深めるとともに、

育てたい資質・能力の向上につなげる。 

 

 

校内研究「STEAM教育（Science, Technology, Engineering, Arts, Mathematics）」との関連 

◯ Science（科学） 

お好み焼き店に地域の人がなぜ集まるのかを探るため、店の立地や営業時間、来客数を調べ、賑わう店と

そうでない店の違いを分析する。店内での交流の様子も観察し、地域の活気や人のつながりについて考え

る課題を設定する。 

→科学的な視点で地域の現状を分析し、活気や人のつながりの背景に気付く力を育てる。 

 

◯ Technology（技術） 

発信の幅を広げるため、ウェブサイトや動画、CM制作などの技術を活用し、店の魅力や地域の良さをよ

り多くの人に伝える工夫を行う。 

→デジタルツールを使いこなし、人のつながりや温かみを伝える力を高める。 

 

◯ Engineering（工学的思考） 

課題解決のために「設計思考（デザイン思考）」を取り入れ、店の魅力や地域の人々の温かみを感じても

らうための方法を考えながら改善案を試行錯誤する。 

→ものづくりを通して課題を見つけ、工夫しながら解決する力を伸ばす。 

 

◯ Arts（芸術） 

ガイドブックやCM制作で、地域の魅力を伝えるために、写真やデザイン、文章表現を工夫する。店主の

表情や店の雰囲気が伝わるような表現を考える。 

→地域の魅力や「人の温かみ」を表現する力を育む。 

 

◯ Mathematics（数学） 

インタビューや調査から得たデータを整理・分析し、グラフや数値で表現する。 

→データなどの情報を整理して、人に伝える力を伸ばす。  

働きかけ・環境設定 

つながる学び 
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 ӴϷ ͔  

  

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

〇 吉島東の魅力を通じて、地域

の内外の人がつながり、往来す

ることで地域が活性化するこ

とを理解し、目的や相手に応じ

た方法で調査活動を行う中で、

自分たちの行動が地域活性化

に貢献することに気付いてい

る。 

〇 吉島東の地域の魅力を多く

の人に伝え、地域内外の人々が

つながる町にするために、必要

な情報を収集し、根拠に基づい

て整理・分析し、課題を解決す

る方法を考え、それを効果的に

発信している。 

〇 自分が地域の魅力発信の主

体として、活気ある町にしてい

くためにできることを考えて

実践したり、地域の取組に参加

しようしたりしている。 

① 地域の活性化は、地域の魅力

を通して、地域内外の人々がつ

ながり、地域に往来することで

あることを理解している。 

 

 

② 目的や相手に応じた適切な方

法を選択し、調査活動を実施し

ている。 

 

 

 

③ 自分たちの行動が地域の活

性化につながることへの理解

は、地域の課題や魅力を自ら発

見し、改善策を考えるというこ

とを探究的に学習してきた成

果である。 

①  「地域の魅力が吉島東内外の

人に十分に伝わっておらず、地

域の活気がない。」という問題

に対して、自分たちが何をすれ

ば解決できるのか見通しをも

ち、課題を設定している。 

②  課題解決に向けた現状の把

握のため街頭調査や店主への

インタビューなどを目的に合

わせて質問の内容や方法を考

え、集めた情報を蓄積してい

る。 

③ 課題の解決に必要な情報を

取捨選択し、地域の魅力や課題

に関する複数のデータ（お好み

焼き店のメニューや来客傾向、

地域住民の意見など）を比較・

関連づけながら、解決に向けて

考えている。 

④ 地域の魅力や課題解決策を、

相手の立場や関心を考えた内

容やデザインに工夫を凝らし

ながら、効果的に伝えている。 

①  課題解決に向けた自己の取

組を振り返ることを通して、自

分の意思で探究的な活動に取

り組もうとしている。 

 

 

② 吉島東の地域活性化に向け

た探究的な活動体験を通して、

自他のよさを活かしながら協

働して課題解決に取り組もう

としている。 

 

③ 地域の未来を見据え、活気あ

る町にするために自分がどの

ように貢献できるかを考え、社

会の一員として地域の取組や

課題解決に積極的に関わろう

としている。 

出会う学びの財・環境（ひと・もの・こと） 

・チヅル ・KAZU ・ひなた  ・石ちゃん ・寿寿 ・もりた ・わいず亭 ・もみじ 

・お好み焼き店の客 ・吉島東学区孫子老のまちづくり協議会（エルモ吉島東） ・吉島東学区の住民 

・広島県観光連盟（HIT） ・「地球の歩き方」編集室長 ・Tj Hiroshima ・地図のイラスト提供 

（・中区役所地域おこし推進課） （・中国新聞社） ＜・株式会社REKIDS なるほどエージェント＞ 

※（ ）は取材・質問・価値づけ ＜ ＞は思考方法の指導（出前授業・宿題など） 
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 小単元１ 

吉島東復活プロジェクト 

【なぜ吉島東にはこんなにお好

み焼き店が多いのか？】 

小単元２ 

お好み焼きで吉島東に活気

を！！ 

【地域の人に、お好み焼き店の

魅力（＝地域の魅力）をどう

伝えるか？】 

小単元３ 

吉島東の魅力発信プロジェクト 

〜吉島東から世界へ〜 

【地域外の人に吉島東の魅力を

どう伝え、訪れてもらう

か？】 

課題の

設定 
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吉島東の魅力である「人の温かみ」がウェブページを通じて効果的に伝わるよう、SWOT分析の結果を基

に、具体的で実現可能な改善点を考えることができる。【思考・判断・表現 】 

 ἶ ᾽   

学習活動 働きかけ（目指す子供の姿のために） 

１ 現在のウェブページをGT（Tj Hiroshima ）
に講評していただき、授業の方向を確認す
る。（５分） 
◯ 他の雑誌やウェブページから、具体的な
写真例（店主さんとお客様の交流シーン）や
キャッチコピー例を提示し、どの写真や表
現が温かみを伝えるかを全体で確認する。 

 
 
 
２ 「人の温かみ」が伝わるとは何が伝われば
良いのか考える。（７分）全体＜オクリンク
プラス＞ 

 
 
３ 伝えたいことが伝わるようにSWOT分析シ
ートをもとにグループでこれからどのよう
に編集していくか話し合う。（２８分） フ
リーアドレス＜スライド＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

כֿ  Җᶺ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◯ウェブページをこども自身が自信をもって公開できる
状態にした状態で、プロのレベルでの視点で講評をい
ただく。 
（このままでは公開できるレベルに至っていないこと
と、プロ目線で改善点を具体的に挙げていただくように
事前に打ち合わせをしておくようにする。） 
 
 
 
 
◯「人の温かみ」のイメージを引き出すために、写真を提
示する。 
◯「何を伝えるべきか」が明確になるようにこどもの言葉
を拾いながら板書する。 

 
◯ウェブページの特性に合わせて改善するために、SWOT
分析シートを根拠に話し合いを進めることを伝える。
（再編集のための作戦会議） 

S：何がうまく表現できているか？ 
W：伝わりにくい部分はどこか？ 
O：改善すればどんな効果が期待できるか？ 
T：他のウェブサイトや情報に比べて不足している点は？ 
 
◯ 伝えたかったことと、伝わっていることを客観的に
見ることができるように、「ウェブサイトのどの部分が
人の温かみを伝えるのに役立っている？」「写真や文章
で、温かみが十分に伝わらない部分はどこ？」「地域外
の人にこのウェブサイトを見てもらうには、どんな情
報が必要？」「他の観光サイトと比べて、足りない点は
どこ？」と声をかけながら、分析できるようにする。 

 
◯ GTには、SWOT分析シートに記載された課題に対する
技術的なアイデアをアドバイスして巡回していただ
く。 

 
 
 
◯目的と対象、自分たちの強みと弱みを中心に聞き出し、
対策のアイディアを価値づける。GTが近くにいればア
ドバイスも共有するようにする。 

 
◯課題と改善策を分けて、話し合いながら調整できるよ
うに促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「人の温かみ」が伝わるようにウェブページの課題と改善策を考えよう 
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 ‪ ᾙ  
 
 
 
 
 
 
 

◯めあてに立ち返り、分析できたかどうかと今後の方向
性についても書けるようにする。 

  

 

 ͔ ἧ͑ ỡ 

本時の評価規準 目指す子供の姿 

【思考・判断・表現③】 

吉島東の魅力である

「人の温かみ」がウェブ

ページを通じて効果的

に伝わるよう、SWOT分析

の結果を基に、具体的で

実現可能な改善点を考

えている。 

〇 SWOT分析の結果を活用し、店主の優しさや店の雰囲気、人と人との関わり、
お好み焼きを作る際の思いやりのある工夫などの「人の温かみ」を伝えるため
に、具体的かつ実現可能な改善点を振り返りに記述している。 

 
A：SWOT分析の結果を活用し、店主の優しさや店の雰囲気、人と人との関わり、
お好み焼きを作る際の思いやりのある工夫など「人の温かみ」の複数の要素
を関連付けて考え、それを伝えるために具体的かつ実現可能な改善点を記述
している。 
・ SWOT分析で、「温かい雰囲気」という言葉は入っているけど、実際の温
かい雰囲気や店主さんの様子が十分に伝わらない弱みがあることに気付き
ました。そこで、トップページに店主の笑顔の写真を追加し、「お好み焼き
がつなぐ心の交流」というキャッチコピーを入れる案を考えました。これ
で、サイトを訪れた人に、この店の魅力である「店主さんが親しみやすく
て、心のつながりを感じられる」というメッセージが伝わると思いました。 

B：SWOT分析の結果を活用し、店主の優しさや店の雰囲気、人と人との関わり、
お好み焼きを作る際の思いやりのある工夫などの「人の温かみ」を伝えるた
めに、具体的かつ実現可能な改善点を振り返りに記述している。 
・ SWOT分析で、「温かい雰囲気」という言葉は入っているけれど、その雰
囲気がサイトで十分に伝わらない弱みがあることに気付きました。そこで、
トップページに店主の笑顔の写真を追加し、「笑顔で気さくに声をかけてく
れる店主さん」というキャッチコピーを載せる案を考えました。これで、少
しでもお店の温かい雰囲気が伝わるようになると思いました。 

C：SWOT分析を基に課題を捉えようとしているが、改善点が漠然としており、具
体性が不足している。また、その改善点がどのように効果を発揮するかの説
明が十分でない。 
・ 写真が少ないので温かみが十分に伝わらないと思いましたが、どんな写
真を追加するか、どう配置すれば良いか分かりませんでした。とりあえず写
真を増やせば良いかもしれないと思いましたが、具体的な内容は考えられ
ませんでした。 

 

 

・ 地域課題の探究を通じた学びの深まりと、社会とつながる実践的な活動 

・ 自分たちのウェブページを客観的に評価する活動（SWOT分析）の効果 

・ GT（アドバイザーとして）の活用の仕方 

・ ウェブページの改善案を考え、実際にブラッシュアップする「試作・検証」を重視した探究活動（デ

ザイン思考 プロトタイプ→テストの過程） 
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ӴϷ׀ 

身近な地域の歴史 

ᾍ ἶ₴ 

中学校第１学年 

ӴϷ  

本単元は、中学校学習指導要領歴史的分野「A 歴史との対話」の「(2)身近な地域の歴史」を受けて設

定したものである。 

課題を追究したり解決したりする活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識を身に付けること。 

(イ)自らが生活する地域や受け継がれてきた伝統や文化への関心をもって、具体的な事柄との関わり

の中で、地域の歴史について調べたり、収集した情報を年表などにまとめたりするなどの技能を身

に付けること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ア)比較や関連、時代的な背景や地域的な環境、歴史と私たちとのつながりなどに着目して、地域に

残る文化財や諸資料を活用して、身近な地域の歴史的な特徴を多面的・多角的に考察し、表現する

こと。 

本単元では、「中小田古墳群の宣伝ポスターを作ろう～中小田古墳群の宣伝価値を吟味しよう～」とい

う単元を貫く課題を立て、中小田古墳の副葬品の変化から首長の性格と社会情勢の変化を捉えさせたい。

そして最終的には中小田古墳群をなぜ残すのか、誰にとってどのような価値があるのか、国の史跡だから

価値があるのか、古墳の文化的価値はどこにあるのか、疑いながら思考を深め、学習者に開かれた中小田

古墳群の価値を構築させる。宣伝ポスターの作成は、歴史の事実認識をこえて、学習者それぞれの価値観

を反映させることができ、さらに、歴史学習を過去志向から現在・未来志向に転換しやすいのではない

か。 

古墳に埋葬された副葬品は時期によって品目が異なり、前期(3世紀前半～4世紀後半)は三角縁神獣鏡

に代表される銅鏡や玉などの祭りの道具が納められ、中期以降(4世紀後半〜6世紀末)は鉄製の甲冑や刀

剣が充実した。後期(6世紀)の副葬品では国産品が多くなり、儀礼用の装飾された大刀が大和政権から配

布された。副葬品の変化は、各地の首長の性格が司祭から武人、そして官僚へと移り変わったことを表し

ている。こうした貴重な品々は基本的に大和政権が中国や朝鮮半島から移入し、後には制作して各地の首

長に配布された。各地の首長は大和政権から得たこうした貴重な品々によって権威を高めていたと考えら

れている。 

地域教材である「中小田古墳群」は広島市安佐北区口田南町に所在する3世紀後半から5世紀まで200

年近く連綿と古墳が同一丘陵上に築造され続けた全国的にも珍しい古墳群である。前方後円墳の形を持

ち、三角縁神獣鏡が出土したことで注目された第1号古墳(4世紀)や甲冑をはじめとする多量の鉄器が出

土する第2号古墳(5世紀)など古墳時代の副葬品の変化が顕著であり、大和政権による各地の首長の支配

の状況を示していると考えられる。 

以上述べたように「古墳時代」は東アジアの影響を受けながら、近畿に生まれた大和政権が前方後円墳

や貴重な品々の流通・配布によって全国の首長を主導し、しだいに古代国家形成への歩みを進めていった

時代である。 

これらの歴史的事象を中小田古墳の副葬品からも見て取れることを活かし、日本の古墳における中小田

古墳の位置付けを確認し、中小田古墳の価値を開かれた活動を通して再評価させたい。 
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 ӴϷ ͔  

 

「中小田古墳群の宣伝ポスターを作ろう～中小田古墳群の宣伝価値を吟味しよう～」という単元を貫

く課題を通して、東アジアの文明の影響を受けることで稲作が広まり、青銅器や鉄器がもたらされ、や

がて大和政権を中心に我が国で国家が形成されていった過程で、広島市の豪族や、人々がどのような生

活をしていたか、中小田古墳群の探究活動を通じて理解させる。中小田古墳群の価値を前提とすること

なく、価値を吟味・構築させたい。これまで知られていなかった中小田古墳の価値を、生徒自身に創ら

せていく過程を中心におく。 

 

͔  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇 縄文時代と弥生時代の暮ら

しの違いを資料から読み取る

ことができる。 

〇 中小田古墳の歴史について

調べたり、収集した情報を年

表などにまとめたりするなど

の技能を身に付けている。 

〇 「冊封体制」の特徴を多角

的に説明できる。 

〇 大和政権の目指した政治を

多面的・多角的に説明でき

る。 

〇 中小田古墳の歴史的な特徴

を多面的・多角的に考察し、

表現している。 

〇 中小田古墳群の文化的価値

を吟味する規準は何か、単元

の見通しをもって主体的に追

究しようしている。 

〇 自らの学習を振り返りなが

ら、粘り強く考察することを

通して主体的に課題を追究し

ている。 

 

ӴϷ ᾚ  

時間 主な学習内容 
地域資源に関する 

資料等 

１ 

【単元を貫く課題】 

 中小田古墳群の宣伝ポスターをつくろう～中小田古墳群の宣伝価

値を吟味しよう～ 

 

 なぜこれまで中小田古墳群は知られることがなかったのでし

ょうか。また、今になって知らせる意味は何でしょうか。 

・ 中小田第1号古墳の写真、出土品の写真、住居跡の写真、周

辺地図の資料（地名等は隠したもの）を見て、グループで自由

に意見を出させる。 

※ 古墳の写真であることを説明する。 

・ 中小田古墳群という史跡が広島市にあることを説明し、この

史跡の価値があるか問う。（大仙古墳などと比較し、なぜこれ

まで中小田古墳は知られることがなかったか、今になって知ら

せる意味は何だろうか。） 

・ 単元を貫く課題の提示。 

・ 中小田古墳群の

写真、住居跡の写

真、出土品の写

真、周辺地図など

の資料 

２ 

 旧石器時代や縄文時代の生活を説明できる。 

・ 旧石器時代に打製石器が作られた背景や使い方を考える。 

・ 縄文時代の土器が暮らしの中でどのように使われていたの

か、また、どのような生活をしていたのか資料を通じて考え

る。 

・ 旧石器時代と縄文時代の生活では、どのような生活をしてい

たのかまとめる。 
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３ 

 弥生時代になって社会がどのように変化したか、説明できる

ようになる。 

・ 縄文時代のむらと弥生時代のむらを比較する。 

・ 稲作以外にも大陸から伝わった物で日本に影響を与えた物に

ついて考える 

・ 邪馬台国の卑弥呼が魏に朝貢をしたことを説明し、中小田古

墳群からは卑弥呼からもらった三角縁神獣鏡が出土したことを

説明する 

・ 中小田古墳群か

ら出土した三角縁

神獣鏡についての

資料 

 

４ 

大和政権がどのように勢力を広げ、大陸とどのような交流をし

ていたか説明できるようになる。 

・ 大和政権の時代の時に多く古墳が作られたことを説明する。 

・ 大和政権の勢力はどこまで広がっていたか出土品や古墳の分

布から読み取る。 

・ 倭王武の手紙を読み取り、中国や朝鮮と大和政権があったこ

とを理解する。また、渡来人が増えて須恵器や鉄の延べ棒など

大陸から伝わったことを説明する。 

・ 中小田古墳群を

構成する古墳の種

類について説明 

・ 中小田古墳群か

ら出土した副葬品

についての資料 

・ 前方後円墳の分

布図の変化(古墳

時代の前期・中後

期)  

５ 

 中小田古墳群の調査計画を立てよう。 

・ 古墳の文化的価値を吟味する規準について考える 

・ 中小田古墳群をのこして行く動きにはどのようなものがある

か確認し、再度中小田古墳群をのこしていくことの意味を考え

る。 

・ 規準に沿って、意見を出させ、調べることを決めて調査シー

トを作る。 

・ 中小田古墳群の

資料 

 

６ 

 中小田古墳群の現地調査を行おう。 

・ 中小田古墳群の現地調査を行う。 

・ タブレットで写真を撮る。 

・ 文化財団の方に質問をする。 

・ 収集した情報を調査シートにまとめておく。 

・ 文化財団の方の

案内と解説 

７ 

中小田古墳群の宣伝ポスターを作成する。 

・ グループで宣伝ポスターを作成する。 

・ 意見が分かれた点を振り返りシートに書かせる。ここで、価

値に批判的な見方をとりあげる。（根拠とともに） 

・ 完成した宣伝ポスターをもとに各グループが発表し評価して

もらう。 

・ 中小田古墳群は自分にとって保存すべきものかどうか、理由

もあわせて書く。 

・ 宣伝したり保存したりすることで生まれる新しい価値にはど

んなものがあるか。（地元の人々の努力にもふれる） 
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ӴϷ׀ 

日本列島の誕生と大陸との交流 

ᾍ ἶ₴ 

中学校第１学年 

ӴϷ  

単元は、中学校学習指導要領歴史的分野「B 近世までの日本とアジア」の「(1)古代までの日本」を受
けて設定したものである。 

課題を追究したり解決したりする活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識を身に付けること。 
(イ)日本列島における国家形成 
日本列島における農耕の広まりと生活の変化や当時の人々の信仰、大和朝廷(大和政権)による統
一の様子と東アジアとの関わりなどを基に、東アジアの文明の影響を受けながら我が国で国家が形
成されていったことを理解すること。 
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
(ア)古代文明や宗教が起こった場所や環境、農耕の広まりや生産技術の発展、東アジアとの接触や交
流と政治や文化の変化などに着目して、事象を相互に関連付けるなどして、アの(ア)から(エ)まで
について古代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現すること。 

本単元では、「古代の日本や広島市は、大陸とのつながりの下で、どのように変化したのでしょうか。」
という単元を貫く課題を立て、東アジアの文明の影響を受けることで稲作が広まり、青銅器や鉄器がもた
らされ、やがて大和政権を中心に我が国で国家が形成されていった過程が広島市にも大きな影響を与えて
いたことを探究させたい。 
本時で扱う「古墳時代」は日本列島に農耕社会が成立した「弥生時代」の後に訪れる、各地の首長のた
めの大規模な墳丘をもつ古墳が列島各地に数多く営まれた 3世紀後半から6世紀末ごろまでの時代であ
る。弥生時代に生まれた政治的なまとまりが、近畿地方の大和政権を中心に結びつきを強め、次第に国家
形成への歩みを進めた時期にあたっている。また、古墳時代後半では朝鮮半島から騎馬文化や鉄器生産な
どの新しい技術や先進的な文化を積極的に受け入れた。その結果、日本列島の文明化が進展し、奈良時代
に開花する古典文明の基盤を形成した。 
各地の首長たちは、地域ごとに政治的なまとまりを形成し、他地域とは異なる自らの古墳様式を作り、 
共有するようになった。その中でやがて地域を超えて広がりを見せたのが大和政権による前方後円墳であ
る。3世紀中頃になって奈良盆地で生まれた前方後円墳は大和政権と密接な関係を結んだ、各地で最上位
の力を持つ首長によって採用されるようになり、5世紀には岩手県から鹿児島県まで広がりを見せた。 
また古墳に埋葬された副葬品は時期によって品目が異なり、前期(3世紀前半～4世紀後半)は三角縁神
獣鏡に代表される銅鏡や玉などの祭りの道具が納められ、中期以降(4世紀後半〜6世紀末)は鉄製の甲冑
や刀剣が充実した。後期(6世紀)の副葬品では国産品が多くなり、儀礼用の装飾された大刀が大和政権か
ら配布された。副葬品の変化は、各地の首長の性格が司祭から武人、そして官僚へと移り変わったことを
表している。こうした貴重な品々は基本的に大和政権が中国や朝鮮半島から移入し、後には制作して各地
の首長に配布された。各地の首長は大和政権から得たこうした貴重な品々によって権威を高めていたと考
えられている。 
地域教材である「中小田古墳群」は広島市安佐北区口田南町に所在する3世紀後半から5世紀まで200
年近く連綿と古墳が同一丘陵上に築造され続けた全国的にも珍しい古墳群である。前方後円墳の形を持
ち、三角縁神獣鏡が出土したことで注目された第1号古墳(4世紀)や甲冑をはじめとする多量の鉄器が出
土する第2号古墳(5世紀)など古墳時代の副葬品の変化が顕著であり、大和政権による各地の首長の支配
の状況を示していると考えられる。 
以上述べたように「古墳時代」は東アジアの影響を受けながら、近畿に生まれた大和政権が前方後円墳
や貴重な品々の流通・配布によって全国の首長を主導し、しだいに古代国家形成への歩みを進めていった
時代である。  
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「古代の日本や広島市は、大陸とのつながりの下で、どのように変化したのでしょうか。」という単元

を貫く課題を通して、東アジアの文明の影響を受けることで稲作が広まり、青銅器や鉄器がもたらされ、

やがて大和政権を中心に我が国で国家が形成されていった過程が広島市にも大きな影響を与えていたこと

を探究する。 

͔  
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇 縄文時代と弥生時代の暮ら
しの違いを資料から読み取る
ことができる。 
〇 中小田古墳群の歴史につい
て調べたり、収集した情報を
年表などにまとめたりするな
どの技能を身に付けている。 

〇 「冊封体制」の特徴を多角
的に説明できる。 
〇 大和政権の目指した政治を
多面的・多角的に説明でき
る。 
〇 中小田古墳群の歴史的な特
徴を多面的・多角的に考察
し、表現している。 

〇 課題を解決するために必要
な知識を予想し、単元の見通
しをもって主体的に追究しよ
うとしている。 
〇 自らの学習を振り返りなが
ら、粘り強く考察することを
通して主体的に課題を追究し
ている。 

 

ӴϷ ᾚ  

時間 主な学習内容 
地域資源に関する 

資料等 

１ 

【単元を貫く問い】 
 古代の日本や広島市は、大陸とのつながりの下で、どのように変化
したのでしょうか。 

 
・ 氷期の終わり、海面の上昇を理解する。 
・ 縄文時代の人々の暮らしを調べる。 
・ 人々が生活できる環境とはどのような環境なのか、説明できる。 

□ 「古代の広島市の陸
地」児童生徒用資料、ス
ライド11、資料１ 

２ 

 
・ 弥生時代の人々の生活の様子と、日本における国 家形成の過程
を理解する。 
・ 弥生時代に日本の国家が形成されていく過程について、東アジア
との関わりに着目して考察し、表現する。 

□ 「広島市にある古墳や
貝塚のうち史跡に指定さ
れたもの」児童生徒用資
料、スライド12，資料
１ 
□ 「広島市にある史跡の
位置」児童生徒用資料、
スライド12、資料２ 

３ 

 
・ 大和政権の外交政策について調べる。 
・ 大和政権の内治政策について調べる。 
・ 古墳時代の文化について、中小田古墳群から出土した副葬品から
理解する。 

□ 「１号古墳から出土し
た三角縁神獣鏡」児童生
徒用資料、スライド5、
資料１ 
□ 「第２号古墳出土冑」
児童生徒用資料、スライ
ド5、資料３ 

４ 
・ 
５ 

 
・ 「朝貢冊封体制」の特徴を多角的に説明できる。 
・ 大和政権の統一に関して、朝鮮半島の影響に着目して考察し、表
現する。 

【単元を貫く問い】 
 古代の日本や広島市は、大陸とのつながりの下で、どのように変化
したのでしょうか。 

・ ミライシードで古代の日本や広島市の変化がわかるスライドを作
成する。（発表や共有もできるとよい） 

□ 「三角縁神獣鏡の同
笵関係」児童生徒用資
料、スライド13、資料
２ 

 

日本列島に住み始めた人々 は、どのような生活をしていたのでしょうか。 

稲作が始まって、社会はどのように変化したのでしょうか。 

大和政権と中小田古墳はどのような関係にあるのでしょうか。 

大和政権は中国や朝鮮半島とどのような交流をしていたのでしょうか。 
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「地域」は、こどもの発達段階や学習で取り扱う内容等によってその捉え方が変わりま

す。日本全国や世界が学習内容であれば、広島県という範囲でも「地域」と感じられるか

もしれないし、フィールドワークや実際の参画を含むと「地域」は学校周辺を指す言葉に

なります。 

ここでは、広島市内の地域資源を教材化した実践を紹介します。同じ地域資源をそのま

ま活用することはできないかもしれませんが、地域資源を見る視点や教材化の工夫、学習

展開等、参考にできることはたくさんあります。 

以下に「地域教材マップ」を掲載します。また、次ページからは、「実践事例一覧」を

掲載します。紙面の関係上、ここで紹介している実践は一部です。「地域教材マップ」と

「実践事例一覧」は随時更新していきますので、紙面で紹介しきれなかった実践は、下の

二次元コードからご確認ください。また、学習指導案等のデータがある資料については、

そちらからアクセスすることができます。 

 

 

 

 

᷂Ḣ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

᷂ᶫ    

᷂Ḣ  ὕ ˗͈ʝ  

  ὕ ˗͈ʝ  

https://www.google.com/maps/d/edit?mid=1IPYYD8GTajJYtCOq67vl7pFQzrb7BCU&usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1N_i0B-wOaWeJh0CbwJZJ3ZnHjhtldJsiixFFQurU7TA/edit?gid=0#gid=0
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地域資源 教科・学年等 単元等・概要 

平和記念公園
等 

国語科 
（小学５年） 

【たずねびと】 
登場人物である「綾」がたどった道のりを実際に歩いたり、写
真を見たりして広島の旅を疑似体験することで、綾の思いや物
語の全体像を想像するヒントとする。 

広島城 
社会科 
（小学６年） 

【戦国の世から天下統一へ】 
織田信長が戦った中国地方の主な大名である毛利輝元が築城
した城として紹介する。 

広島大本営跡 
社会科 
（小学６年） 

【世界に歩み出した日本】 
日清戦争時，戦争指揮のために広島城内に設置され，明治天皇
が移ってきたことや国の最高機関が一時的に広島市に集積し，
広島市が臨時の首都機能を担ったことを紹介する。 

中小田古墳群 

社会科 
（小学６年）  

【縄文のむらから古墳のくにへ】 
国の史跡である中小田古墳群からは、卑弥呼がおくったとの説
もある銅鏡が出土している。その銅鏡を手掛かりに古代の広島
の人々の様子を想像する。 

社会科 
(中学１年)  

【身近な地域の歴史】【日本列島の誕生と大陸との交流】 
中小田古墳群というローカルな史跡の現地調査等を通して、中
国との関係などといったグローバルな視点で歴史を考える。 

瀬野川流域郷
土史懇話会 

社会科 
(中学１、２年)  

【歴史：古代～近代】【地理：防災】 
歴史では、貝塚や古墳、毛利の合戦と関連があると思われる城
跡、吉田松陰の歌、紡績工場跡など、地理では、実際に被災し
た所や防災碑について話を聞く。 

アストラムラ
イン 

社会科 
(中学２年)  

【地域の在り方】 
アストラムラインの延伸が自分たちの住む地域や生活に与え
る影響について、環境や交通、産業等の多様な側面から考える。 

しののめさん
（祭り） 

数学科 
（中学３年） 

【標本調査、資料の分析】 
祭りで一番売れたものを調査したり、人気のブースについて分
析したりする。 

太田川 
理科 
（小学５年） 

【流れる水と土地】 
太田川の上流や下流の様子を航空写真やライブカメラで観察
し、川幅や見られる石の違いに着目させる。 

白木秋山の地
層 

理科 
（小学６年） 

【土地のつくり】 
三篠川の川岸にある約 3万年前の地層を紹介し、地層の形成に
ついて考える。 

元宇品の露頭
（遊歩道） 

理科 
（中学１年） 

【身近な地形や地層・岩石の観察、地層の重なりと過去の様子】 
現地の地形や路頭の観察を行い、地層の様子や構成物などから
地層のでき方を考察したり、その地層ができた時の環境を推察
したりする。 

祇園パセリ 
家庭科 
（小学６年） 

【こんだてを工夫して】 
栄養のバランスのとれた食事について考えるために、地域の特
産品である祇園パセリを取り入れた給食の献立を考える。 

留学生会館 
外国語科 
（中学３年） 

【留学生へのインタビュー】 
留学生に日本で困っていることなどをインタビューし、お助け
ブックなどにまとめる。 

この他にも、国語科では、筆者と広島との関係を取り上げたり、総合的な学習の時間で行
うまとめや発表と関連付けて行ったりすることなどが考えられます。また、学区の地図やハ
ザードマップ等を算数・数学科や理科の学習に使うことで、学習内容をより具体的に想像
し、実生活と結びつけやすくすることができます。  

Ḍ˗͈ʝ  



第４章 地域資源の教材化事例集 

□□□■□ 

70 

 Ϙϥέρἷ 

地域資源 教科・学年等 単元名・概要 

太田川放水路 
社会科 

(小学４年)  

【郷土の発展に尽くした先人の働き「太田川放水路」】 
太田川放水路の建設についての学習を通して、地域の発展に尽
くした先人が、様々な苦心や努力により当時の生活の向上に貢
献したことを理解する。 

ちょうさい 
社会科 

(小学４年)  

【残したいもの、伝えたいもの】 
地域の神社で行われる秋祭りの神輿に込められた思いに触れ
ることを通して、地域社会に対する誇りと愛着をもつ。 

原爆ドーム 
図画工作科 
（小学５年） 

【原爆ドーム】 
原爆ドームの見学を通して、被爆の実相を知り、平和への思い
をもつ。そして、原爆ドームの姿をよく観察して、平和への思
いが現れるように絵を描く。 

とんど祭り・
中工場・地域
の企業・平和
記念公園等 

生活科 
総合的な学習の
時間 
(小学１～６年)  

【きせつとなかよし あき】【吉島かかわりえがお隊出動！】
【未来へつなぐヒロシマのバトン】等 
「根を養う」の学校教育目標のもと、吉島小学校のある地域を
通して、環境、キャリア、町づくり、平和などについて学ぶ。
（令和７年度生活科・総合的な学習の時間全国大会） 

長束音頭・自
主防災会・長
束西を語ろう
会等 

生活科 
総合的な学習の
時間 
(小学１～６年)  

【にっこりレンジャー★～長束西のにっこりを探すんじゃ
ー！～】【わになっておどろう】等 
「夢や志をもち  地域とともに未来を切り拓く  長束西っ子
の育成」の学校教育目標のもと、長束西小学校のある地域を通
して、伝統、防災、キャリア、地域活性化などについて学ぶ。
（令和７年度生活科・総合的な学習の時間全国大会） 

シ ニ ア ク ラ
ブ・被爆樹木・
地域の企業・
菊等 

生活科 
総合的な学習の
時間 
(小学１～６年)  

【えがおのひみつ たんけんたい】【自慢できる伴南のまちに
しよう】【語り継ごう平和への想い】等 
「児童に、探究力・自浄力・挑戦力を！合い言葉は「challenge」」
の学校教育目標のもと、伴南小学校のある地域を通して、町づ
くり、平和、キャリア、伝統などについて学ぶ。（令和７年度
生活科・総合的な学習の時間全国大会） 

田楽 
総合的な学習の
時間 
(小学３～６年)  

【田楽フェスティバルをしよう！】 
田楽という伝統を引き継いでいく中で、学校や地域社会の一員
としての所属感や郷土を愛する心を育てる。  

ホタル等 
総合的な学習の
時間 
(小学３～６年)  

【おちあい元気もりもり隊】【つなぐ・つながる・つなげる 自
然いっぱいふるさと落合】【縁結びプロジェクト】【落合防災
プロジェクト】 
落合小学校のある地域の人・環境・産業やそれらの関わりをテ
ーマに学び、地域の特色や人々の願いを理解するとともに、自
分たちにできることを考え、実践していく。 

学区の人材や
施設、行事 

総合的な学習の
時間 
(小学３～６年)  

【福祉ってなあに？考え隊】【真亀キッズ防災士になろう！！】【真亀キ
ッズ伝承者になろう】【つながる真亀を創造しよう】 
「『人を大切にする』ことにより、つながり、地域を愛し、地
域の未来を創りだす真亀っ子」を全学年共通のテーマとし、真
亀小学校のある地域を舞台に学習する。 

野菜・イチゴ・
米農家 

総合的な学習の
時間 
(小学３～６年)  

【自分の将来について考えよう～農作物の販売を通して～】 
地域の農家の方と関わりながら生産から販売までについて調
べ、体験することで自分のキャリアを考える。 

  

Ḍ˗͈ʝ  
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地域資源 教科・学年等 単元名・概要 

品正寺・正向
寺の鐘、光禅
寺など 

総合的な学習の
時間 

(小学４年)  

【ナゾトキ五日市 探究ファイル ver.1】 
五日市小学校の近くにあるお寺に残された「平和の鐘」をきっ
かけに、まちに残された平和の足跡を探す。 

あまんじゃく
伝説・五日市
城など 

総合的な学習の
時間 

(小学４年)  

【五日市ふるさと調べ学習：探究ナビ】 
五日市小学校の周りにある伝説や城、行事、自然など、五日市
の歴史や謎について調べて魅力を発信する。 

奥畑川・大塚
川・安川 

総合的な学習の
時間 
（小学４年） 

【伴の町の環境について調べよう】 
校歌に出てくる 3つの川の環境について自ら課題を見つけ、調
査し、発表するなど、川の環境を守っていく方策について探究
的に学ぶ。  

太田川 
総合的な学習の
時間 

(小学４年)  

【川とともに生きる町 大芝】 
太田川の自然環境をテーマにグループごとで課題を設定し、追
究する中で、まちの発展とのつながりを考える。 

バレーボール 
総合的な学習の
時間 

(小学５年)  

【古市とバレーボール】 
古市小学校や古市のまちにおいてバレーボールが伝統文化と
して発展、継承してきたことを知り、人々の努力や願いが繋が
って地域の伝統文化が受け継がれていることを理解する。 

広島針 
総合的な学習の
時間 

(小学５年)  

【発見!大芝遺産】 
地域に古くから伝わる産業について調べ、社会や人々の生活の
変化に合わせながら大切に受け継がれてきたことを理解する。 

中小田古墳群 
総合的な学習の
時間 
（小学６年） 

【みんなの力で守り、伝え、生かす】【中小田古墳群教材化計
画に自分の意見を提案しよう】 
国の史跡である中小田古墳群からは、卑弥呼がおくったとの説
もある銅鏡が出土している。その保存計画をきっかけに、史跡
の保存・活用の在り方について考える。 

武田山 

総合的な学習の
時間 
（小学６年） 

 

【武田山周辺歴史発見!! 】 
学区のフィールドワークを行い、地域の歴史を身近に感じると
ともに、そこから感じられる武士の世の中の様子を通して、平
和について考える。 

みどり坂夏祭
り 

総合的な学習の
時間 
(中学１、２年)  

【夏祭りを盛り上げようプロジェクト】 
ＬＭＯと連携しながら自分たちが夏祭りで出店したい店を考
え、実際に参画することで、地域活性化に向けて自分たちがで
きることを考える。 

平和記念公園
等 

総合的な学習の
時間 

(中学２年)  

【ヒロシマが世界に伝えるべき平和を発信しよう】 
「平和」という大きなテーマをもとに、一枚のポスターにまと
め、発表する活動を通して、ヒロシマが世界に伝えるべき平和
をどのように継承するのか考える。 

旧広島陸軍被
服支廠等 

総合的な学習の
時間 
(中学２年)  

【南区 FW（戦争・原爆遺構めぐり）に出かけよう】 
南区近辺にある戦争・原爆遺構を調べ、実際に行ってみる。そ
の遺構がどのようなものかを班ごとにまとめて発表する。 

湯来の自然 
総合的な学習の
時間 
(中学２、３年)  

【ふるさと湯来】 
湯来地域の活性化プランを考えることを通して、地域社会の一
員としての自覚や郷土に対する愛情を高める。 
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安佐北区にある中小田古墳群は、古墳時代の広島市周辺の様子を表す重要な遺跡であることから

国指定の史跡になっています。本手引では、広島市の貴重な地域資源であるこの中小田古墳群を例

に、以下のように資料を作成しました。 

 本資料は、着目する視点ごとに問いを設定し、そのヒントとなる資料

をまとめることで、問いと資料を往還しながら学べるように構成してい

ます。また、資料に外部リンクや動画資料等を組み込むことで多様な資

料にアクセスすることも可能です。 

教師が教科書を補うために必要な資料だけを抜き出したり、こども自

身が自分の興味関心に沿って調べ学習を行ったりと柔軟に活用すること

が可能です。ぜひ本資料をご活用いただくとともに、地域資源の教材化

にあたっての参考にしてください。 

 

  

  

  

 

中小田古墳群から学ぼう！ 

問い・資料集 
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https://drive.google.com/file/d/1IGuIMQxF8NcpeNQooK5yfyHIh4n90YeA/view?usp=drive_link
https://www.center.edu.city.hiroshima.jp/assets/hce-center/nakaoda.pdf
https://www.center.edu.city.hiroshima.jp/assets/hce-center/nakaoda.pdf
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